
11 事故写真

事故箇所の発生前、発生直後、発生後の事故状況が分かる写真及び、安全対策実施状況等を撮影する。

12 その他（公害、環境、工事損害影響管理写真）

請負者は、工事により第三者の物件等に損害の影響が考えられる場合は、事前、施工中、事後の工事

影響のわかる調査写真を撮影し、監督職員に提出しなければならない。

環境対策として、イメージアップ等の各施設設置状況等を撮影する。

（品質証明）

第10条 請負者は、設計図書で品質証明の対象工事と明示された場合には、品質証明に従事する者が事

前に品質確認を行い、検査時にその結果を所定の様式により提出しなければならない。

（検査）

第11条 請負者は、工事検査に際しこの要綱に定める管理資料等を監督職員に提出しなければならない。

また、電子納品については「電子納品運用に関するガイドライン 工事編」による。

（その他)

第12条 この要綱によりがたいものは、監督職員と協議のうえ別途定めることができる。また、この要

綱に定めるほか必要と認める管理方法等について適宜追加することができる。

なお、施工途中で管理が必要となったものは、協議の上実施できるものとする。

附則

１ この要綱は、平成17年4月1日から施行し、同日以降契約する工事から適用する。

２ この要綱は、平成20年5月1日から施行し、同日以降契約する工事から適用する。

３ この要綱は、平成21年4月1日から施行し、同日以降契約する工事から適用する。

４ この要綱は、平成29年10月1日から施行し、同日以降契約する工事から適用する。

５ この要綱は、平成30年10月1日から施行し、同日以降契約する工事から適用する。

６ この要綱は、令和元年10月1日から施行し、同日以降契約する工事から適用する。
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【第１編 共通編】 出来形管理基準及び規格値 索引

章、節 条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第 2章 土工

第 3節
河川土工・海岸土
工・砂防土工 1-2-3-2 1 掘削工 Ⅰ－1

1-2-3-2 2
掘削工（面管理の場
合）

Ⅰ－1

1-2-3-2 3
掘削工（水中部）

（面管理の場合）
Ⅰ－1－1

1-2-3-3 1 盛土工 Ⅰ－2

1-2-3-3 2
盛土工（面管理の場
合）

Ⅰ－2

1-2-3-4 盛土補強工

補強土（テールアル
メ）壁工法

Ⅰ－3

多数アンカー式補強
土工法

Ⅰ－3

ジオテキスタイルを
用いた補強土工法

Ⅰ－3

1-2-3-5 法面整形工 盛土部 Ⅰ－3

1-2-3-6 堤防天端工 Ⅰ－3

第 4節 道路土工

1-2-4-1 道路一般

ＩＰ Ⅰ－4

中心線 Ⅰ－4

路面 Ⅰ－4

1-2-4-2 1 掘削工 Ⅰ－5

1-2-4-2 2
掘削工（面管理の場
合）

Ⅰ－5

1-2-4-3 1 路体盛土工 Ⅰ－6

1-2-4-3 2
路体盛土工（面管理
の場合）

Ⅰ－6

1-2-4-4 1 路床盛土工 Ⅰ－6

1-2-4-4 2
路床盛土工（面管理
の場合）

Ⅰ－6

1-2-4-5 法面整形工 盛土部 Ⅰ－7

第 3章 無筋、鉄筋コンクリート

第 7節 鉄筋工 1-3-7-4 組立て Ⅰ－7
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【第３編 土木工事共通編】 出来形管理基準及び規格値 索引

章、節 条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第 6 節 一般舗装工
3-2-6-13

4 薄層カラー舗装工
加熱アスファルト安
定処理工

Ⅰ－63

5 薄層カラー舗装工 基層工 Ⅰ－63

3-2-6-14

1 ブロック舗装工 下層路盤工 Ⅰ－64

2 ブロック舗装工
上層路盤工（粒度調
整路盤工）

Ⅰ－64

3 ブロック舗装工
上層路盤工(セメント
(石灰)安定処理工)

Ⅰ－65

4 ブロック舗装工
加熱アスファルト安
定処理工

Ⅰ－65

5 ブロック舗装工 基層工 Ⅰ－65

3-2-6-15 路面切削工 Ⅰ－66

3-2-6-16 舗装打換え工 Ⅰ－66

3-2-6-17 1 オーバーレイ工 Ⅰ－66

3-2-6-17 2
オーバーレイ工（面

管理の場合）
Ⅰ－66－1

第 7 節 地盤改良工 3-2-7-2 路床安定処理工 Ⅰ－67

3-2-7-3 置換工 Ⅰ－67

3-2-7-4 1 表層安定処理工 サンドマット海上 Ⅰ－68

3-2-7-4 2 表層安定処理工 ICT 施工の場合 Ⅰ－68

3-2-7-5 パイルネット工 Ⅰ－68

3-2-7-6 サンドマット工 Ⅰ－68－1

3-2-7-7
バーチカルドレーン
工

サンドドレーン工 Ⅰ－68－1

ペーパードレーン工 Ⅰ－68－1

袋詰式サンドドレー
ン工

Ⅰ－68－1

3-2-7-8 締固め改良工
サンドコンパクショ
ンパイル工

Ⅰ－68－1

3-2-7-9 1 固結工

粉末噴射撹拌工 Ⅰ－69

高圧噴射撹拌工 Ⅰ－69

スラリー撹拌工 Ⅰ－69

生石灰パイル工 Ⅰ－69

3-2-7-9 2 固結工 中層混合処理 Ⅰ－69

第 10

節
仮設工

3-2-10-5

1 土留・仮締切工
Ｈ鋼杭 Ⅰ－70

鋼矢板 Ⅰ－70

2 土留・仮締切工 アンカー工 Ⅰ－70

3 土留・仮締切工 連節ブロック張り工 Ⅰ－70

4 土留・仮締切工 締切盛土 Ⅰ－70

5 土留・仮締切工 中詰盛土 Ⅰ－71

3-2-10-9 地中連続壁工（壁
式）

Ⅰ－71

3-2-10-10
地中連続壁工（柱列
式）

Ⅰ－71

3-2-10-22 法面吹付工 3-2-14-3 吹付工 Ⅰ－85

第 11

節
軽量盛土工 3-2-11-2 軽量盛土工 1-2-4-3 路体盛土工 Ⅰ－6

第 12

節
工場製作工（共通）

3-2-12-1

1 一般事項
鋳造費（金属支承
工）

Ⅰ－72

2 一般事項
鋳造費（大型ゴム支
承工）

Ⅰ－73

3 一般事項 仮設材製作工 Ⅰ－74

4 一般事項 刃口金物製作工 Ⅰ－74
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【第３編 土木工事共通編】 出来形管理基準及び規格値 索引

章、節 条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第 12
節

工場製作工（共通）

3-2-12-3

1 桁製作工

仮組検査を実施する
場合

Ⅰ－75

シミュレーション仮
組検査を実施する場
合

Ⅰ－75

2 桁製作工
仮組検査を実施しな
い場合

Ⅰ－77

3 桁製作工
鋼製えん堤製作工
（仮組立時）

Ⅰ－78

3-2-12-4 検査路製作工 Ⅰ－79

3-2-12-5 鋼製伸縮継手製作工 Ⅰ－79

3-2-12-6 落橋防止装置製作工 Ⅰ－80

3-2-12-7 橋梁用防護柵製作工 Ⅰ－80

3-2-12-8
アンカーフレーム製
作工

Ⅰ－80

3-2-12-9
プレビーム用桁製作
工

Ⅰ－81

3-2-12-10 鋼製排水管製作工 Ⅰ－81

3-2-12-11 工場塗装工 Ⅰ－82

第 13

節
橋梁架設工

3-2-13 架設工（鋼橋）

クレーン架設 Ⅰ－83

ケーブルクレーン架
設

Ⅰ－83

ケーブルエレクショ
ン架設

Ⅰ－83

架設桁架設 Ⅰ－83

送出し架設 Ⅰ－83

トラベラークレーン
架設

Ⅰ－83

3-2-13

架設工（コンクリー
ト橋）

クレーン架設 Ⅰ－84

架設桁架設 Ⅰ－84

架設工支保工
固定 Ⅰ－84

移動 Ⅰ－84

架設桁架設
片持架設 Ⅰ－84

押出し架設 Ⅰ－84

第 14

節
法面工（共通）

3-2-14-2

1 植生工

種子散布工 Ⅰ－84

張芝工 Ⅰ－84

筋芝工 Ⅰ－84

市松芝工 Ⅰ－84

植生シート工 Ⅰ－84

植生マット工 Ⅰ－84

植生筋工 Ⅰ－84

人工張芝工 Ⅰ－84

植生穴工 Ⅰ－84

2 植生工
植生基材吹付工 Ⅰ－84－1

客土吹付工 Ⅰ－84－1

「

3-2-14-3
吹付工(仮設を含
む）

コンクリート Ⅰ－85

モルタル Ⅰ－85
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

１ 共 通 編

２ 土 工

３ 河 川 ・ 海 岸 ・ 砂 防 土 工

２
３

掘
削

工

（
水
中
部

）

（
面
管
理

の
場
合

）

平
均

値
個

々
の

計
測

値
１

．
３

次
元

デ
ー

タ
に

よ
る
出
来

形
管
理

に

お
い

て
「

音
響

測
深

機
器

を
用
い

た
出
来

形

管
理

要
領

（
河

川
浚

渫
）

（
案
）

」
、
「

施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用

い
た

出
来
形

管
理
要

領

（
河

川
浚

渫
工

事
編

）
（

案
）
」

に
基
づ

き

出
来

形
管

理
を

面
管

理
で

実
施
す

る
場
合

、

そ
の

ほ
か

本
基

準
に

規
定

す
る
計

測
精
度

・

計
測

密
度

を
満

た
す

計
測

方
法
に

よ
り
出

来

形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

に
適
用

す
る
。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精

度
と

し
て

±
1
0
0
m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
平

場
面

と
法

面
の
全

面
と
し

、

す
べ

て
の

点
で

設
計

面
と

の
標
高

較
差
を

算

出
す

る
。

計
測

密
度

は
1
点

/
m
2
（

平
面

投
影

面
積

当
た

り
）

以
上

と
す

る
。

1
-2
-
3-
2

平
場

標
高

較
差

±
50

±
3
0
0

法
面

（
小

段
含

む
）

水
平

ま
た

は

標
高

較
差

±
70

±
3
0
0

－313-１－

Ⅰ－1－１

出来形管理基準及び規格値

別紙6



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

１ 共 通 編

２ 土 工

４ 道 路 土 工

２
１

掘
削
工

基
準

高
▽

±
50

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間
隔

2
5
ｍ
の

場
合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。
た

だ
し

、
「

Ｔ
Ｓ

等
光

波
方
式
を

用
い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）
（
案

）
」
ま

た
は

「
Ｒ

Ｔ
Ｋ

-
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
の
規

定
に
よ

り
測

点
に

よ
る

管
理

を
行

う
場
合

は
、
設

計
図

書
の

測
点

毎
。

基
準

高
は
、
道

路
中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

1
-
2-
4
-2

法
長

ℓ

ℓ
＜

5
ｍ

－
2
0
0

ℓ
≧

5
ｍ

法
長

－
4％

幅
ｗ

－
1
0
0

勾
配

Ｓ
＜

１
割

±
0
.
5
分

Ｓ
≧

１
割

±
1
.
0
分

２
掘

削
工

（
面
管
理

の
場
合

）
平

均
値

個
々

の
計

測
値

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

空
中

写
真

測
量
（

無
人
航

空
機

）
を

用
い

た
出

来
形

管
理
要
領

（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

無
人

航
空
機

搭
載
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い
た
出

来
形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案

）
」
、
「

Ｔ
Ｓ
等

光
波

方
式
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
Ｔ
Ｓ

（
ノ
ン

プ
リ

ズ
ム

方
式

）
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

土
工

編
）

（
案

）
」

、
「
地
上

移
動
体

搭
載

型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー
を
用

い
た
出

来
形

管
理

要
領

（
土

工
編

）
（
案
）

」
ま
た

は
「

Ｒ
Ｔ
Ｋ

-
Ｇ

Ｎ
Ｓ
Ｓ

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
に
基

づ
き
出

来
形

管
理

を
面

管
理

で
実

施
す
る
場

合
、
そ

の
他

本
基

準
に

規
定

す
る

計
測
精
度

・
計
測

密
度

を
満

た
す

計
測

方
法

に
よ
り
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

に
適

用
す
る
。

平
場

標
高

較
差

±
50

±
1
5
0

法
面

（
小

段
含

む
）

水
平

ま
た

は

標
高

較
差

±
70

±
1
6
0

法
面

（
軟

岩
Ⅰ

）
（

小
段

含

む
）

水
平

ま
た

は
標

高
較

差

±
7
0

±
3
3
0

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

5
0
m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
平

場
面

と
法
面

（
小
段
を

含
む

）
の

全
面

と
し

、
全

て
の
点
で

設
計
面

と
の

標
高

較
差

ま
た

は
水

平
較
差
を

算
出
す

る
。

計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（
平

面
投
影

面
積

当
た

り
）

以
上

と
す

る
。

４
．
法
肩

、
法
尻

か
ら
水

平
方
向

に
±
５

c
m

以
内

に
存

在
す

る
計

測
点

は
、
標

高
較
差

の
評

価
か

ら
除

く
。

同
様

に
、
標
高

方
向
に

±
５

cm
以

内
に

あ
る

計
測

点
は
水

平
較
差

の
評

価
か

ら
除

く
。

５
．

評
価

す
る

範
囲

は
、

連
続
す

る
一
つ

の
面

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
す
る
。

規
格
値

が
変

わ
る

場
合

は
、

評
価

区
間
を
分

割
す
る

か
、

あ
る

い
は

規
格

値
の

条
件
の

最
も
厳

し
い

値
を

採
用

す
る

。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

１ 共 通 編

２ 土 工

４ 道 路 土 工

５
法
面
整

形
工

（
盛
土

部
）

厚
さ

ｔ
※

－
30

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

ヶ
所

、
延

長
4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇
所
に

つ
き
２

ヶ
所

。
法

の
中

央
で

測
定

。
※

土
羽

打
ち

の
あ

る
場

合
に
適

用
。

AX1O

1-
2
-4
-
5

１ 共 通 編

３ 無 筋 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

７ 鉄 筋 工

４
組
立
て

平
均

間
隔

ｄ
±

φ
D

d=
n


1

Ｄ
：

ｎ
本

間
の

延
長

ｎ
：

1
0
本

程
度
と

す
る

φ
：

鉄
筋

径

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
、

１
リ
フ

ト
、
１

ロ
ッ

ト
当

た
り

に
対

し
て
各
面

で
一
箇

所
以

上
測

定
す

る
。

最
小

か
ぶ
り
は

、
コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
（

設
計
編
：

標
準

7
編

2
章

2.
1
）

参
照

。
た

だ
し

、
道

路
橋

示
方

書
の

適
用

を
受

け
る

橋
に

つ
い
て

は
、
道

路
橋

示
方
書

(
Ⅲ

コ
ン
ク

リ
ー
ト

橋
・
コ

ン
ク
リ

ー
ト

部
材

編
6.

6
5.

2
)
に

よ
る
。

注
1
）

重
要

構
造

物
か
つ
主

鉄
筋
に

つ
い
て

適
用

す
る

。

注
2
）

橋
梁

コ
ン

ク
リ

ー
ト
床
版

桁
（
Ｐ

Ｃ
橋

含
む

）
の

鉄
筋

に
つ

い
て

は
、

第
3
編

3
-

2
-
1
8
-
2
床

版
工

を
適

用
す

る
。

注
3
）

新
設

の
コ

ン
ク

リ
ー
ト
構

造
物
（

橋
梁

上
・

下
部

工
お

よ
び

重
要
構
造

物
で
あ

る
内

空
断

面
積

2
5
㎡

以
上

の
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル

バ
ー

ト
（

工
場

製
作

の
プ

レ
キ
ャ
ス

ト
製
品

は
全

て
の

工
種

に
お

い
て

対
象
外
）

）
の
鉄

筋
の

配
筋

状
況

及
び

か
ぶ

り
に
つ
い

て
は
、

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク
リ
ー

ト
構
造

物
中

の
配

筋
状

態
及

び
か

ぶ
り
測
定

要
領
」

も
併

せ
て

適
用

す
る

。

1-
3
-7
-
4

か
ぶ

り
ｔ

±
φ

か
つ

最
小

か
ぶ

り
以

上

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

４
矢
板
工

〔
指
定

仮
設

・
任

意
仮
設

は
除
く

〕

（
鋼
矢
板

）
（

軽
量
鋼

矢
板
）

（
コ
ン
ク

リ
ー
ト

矢
板

）
（

広
幅
鋼

矢
板
）

（
可
と
う

鋼
矢
板

）

基
準

高
▽

±
5
0

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き
１

ヶ
所
、

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。
変

位
は

、
施

工
延

長
2
0
ｍ

（
測
点

間
隔

2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き
１

ヶ
所
、

延
長

2
0

ｍ
（

又
は

2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。

3-
2
-3
-
4

根
入

長
設

計
値

以
上

変
位

ℓ
1
00

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

５
縁
石
工

（
縁
石

・
ア
ス

カ
ー
ブ

）

延
長

Ｌ
－

20
0

１
ヶ

所
／

１
施

工
箇

所
3-
2
-
3
-
5

た
だ

し
、

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）

（
案
）

」
の

規
定

に
よ

り
管

理
を

行
う

場
合

は
、
延

長
の

変
化

点
で

測
定

。

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

６
小
型
標

識
工

設
置

高
さ

Ｈ
設

計
値

以
上

１
ヶ

所
／

１
基

AX1O

3-
2
-3
-
6

基
礎

幅
ｗ

（
Ｄ

）
－

3
0

基
礎

１
基

毎

高
さ

ｈ
－

3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
8

沈
床
工

基
準

高
▽

±
15

0
１

組
毎

3-
2
-3
-
18

幅
ｗ

±
30

0

延
長

Ｌ
－

2
00

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
9

捨
石

工
基

準
高

▽
－

10
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、
延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１
施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

3-
2
-3
-
19

幅
ｗ

－
1
0
0

延
長

Ｌ
－
2
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
2

階
段
工

幅
ｗ

－
3
0

１
回

／
１

施
工

箇
所

3
-
2-
3
-2
2

高
さ

ｈ
－

3
0

長
さ

Ｌ
－

3
0

段
数

±
0
段

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
4

１
伸
縮
装

置
工

据
付

け
高

さ
±

3
高

さ
に

つ
い

て
は

車
道

端
部
及

び
中
央

部
付

近
の

3
点

を
測

定
。

3-
2
-3
-
24

（
ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト
）

表
面

の
凹

凸
3

表
面

の
凹

凸
は

長
手

方
向
（

橋
軸

直
角
方

向
）

に
3
ｍ

の
直

線
定

規
で

測
っ

て
凹

凸
が

3m
m
以

下
仕

上
げ

高
さ

舗
装

面
に

対
し

0
～

－
2

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－15
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
4

２
伸

縮
装

置
工

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端
部
、

中
央
部

に
お

い
て

車
線

橋
軸

方
向

に
各
３
点

計
９
点

3-
2
-3
-
24

据
付

け
高

さ
±

3

（
鋼

製
フ
ィ

ン
ガ
ー

ジ
ョ

イ
ン
ト

）
高

さ
表

面
の

凹
凸

は
長

手
方

向
(
橋

軸
直
角

方
向

）
に

3
ｍ

の
直

線
定

規
で

測
っ

て
凹

凸
が

3m
m
以

下

車
線

橋
軸
方

向
各

点 誤
差

の
相

対
差

3

表
面

の
凹

凸
3

歯
咬

み
合

い
部

は
車

道
端
部
、

中
央
部

の
計

３
点

歯
型

板
面

の
歯

咬
み

合
い

部
の

高
低

差
2

歯
咬

み
合

い
部

の
縦

方
向

間
隔

Ｗ
1

±
2

歯
咬

み
合

い
部

の
横

方
向

間
隔

Ｗ
2

±
5

仕
上

げ
高

さ
舗

装
面

に
対

し

0
～

－
2

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
4

３
伸

縮
装

置
工

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端
部
及

び
中
央

部
付

近
の

3
点

を
測

定
。

3-
2
-3
-
24

表
面

の
凹

凸
3

（
埋
設
型

ジ
ョ
イ

ン
ト

）

仕
上

げ
高

さ
舗

装
面

に
対

し

0
～

+
3

表
面

の
凹

凸
は

長
手

方
向
（

橋
軸

直
角
方

向
）

に
3
ｍ

の
直

線
定

規
で

測
っ

て
凹

凸
が

3m
m
以

下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
6

多
自

然
型

護
岸

工
基

準
高

▽
±

50
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

3-
2
-3
-
26

（
巨
石
張

り
、
巨

石
積

法
長

ℓ
－

20
0

み
）

勾
配

±
0
.
5
分

延
長

L

－
0.

5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
9

１
側

溝
工

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ
）

に
つ
き
１

ヶ
所
、

施
工
延

長
4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の
も
の

は
１
施

工
箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-3
-
29

（
プ

レ
キ
ャ

ス
ト
Ｕ

型
側

溝
）

基
準

高
▽

±
3
0

（
Ｌ
型

側
溝
工

）

（
自
由

勾
配
側

溝
）

（
管
渠

）

延
長

L

－
0.

5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

１
ヶ

所
／

１
施

工
箇

所
た

だ
し

、
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事
編
）

（
案
）

」
の

規
定

に
よ

り
管

理
を

行
う
場
合

は
、
延

長
の

変
化

点
で

測
定

。

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
9

２
側

溝
工

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ
）

に
つ
き
１

ヶ
所
、

施
工
延

長
4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の
も
の

は
１
施

工
箇
所

に
つ

き
２

ヶ
所

。

3-
2
-3
-
29

（
場
所

打
水
路

工
）

基
準

高
▽

±
3
0

厚
さ

ｔ
1
，

ｔ
2

－
2
0

幅
ｗ

－
3
0

高
さ

ｈ
1
，

ｈ
2

－
3
0

延
長

L

－
0.

5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

１
施

工
箇

所
毎

勾
配

±
0.
5
分

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
9

３
側

溝
工

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ
）

以
下
の

も
の
は

１
施

工
に

つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-3
-
29

（
暗
渠

工
）

基
準

高
▽

±
3
0

幅
ｗ

1
，

ｗ
2

－
5
0

深
さ

ｈ
－

3
0

延
長

Ｌ

Ｌ
＜

2
0
ｍ

Ｌ
≧

2
0
ｍ

－
5
0

－
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

た
だ

し
、

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

舗
装

工
事
編
）

（
案
）

」
の

規
定

に
よ

り
管

理
を

行
う
場
合

は
、
延

長
の

変
化

点
で

測
定

。

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－18

－330－

別紙12



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

１
一
般
事

項

（
切
込

砂
利
）

（
砕
石

基
礎
工

）
（
割
ぐ

り
石
基

礎
工

）
（
均
し

コ
ン
ク

リ
ー

ト
）

幅
ｗ

設
計

値
以

上
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

3-
2
-4
-
1

厚
さ

ｔ
1
,

ｔ
2

－
3
0

延
長

Ｌ
各

構
造

物
の

規
格

値
に

よ
る

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

３
１

基
礎
工

（
護
岸

）

（
現
場

打
）

基
準

高
▽

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-4
-
3

幅
ｗ

－
3
0

高
さ

ｈ
－

3
0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

３
２

基
礎
工

（
護
岸

）

（
プ
レ
キ

ャ
ス
ト

）

基
準

高
▽

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3
-
2-
4
-3

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

９
鋼
管
矢

板
基
礎

工
基

準
高

▽
±

10
0

基
準

高
は

、
全

数
を

測
定
。

偏
心

量
は

、
１

基
ご

と
に
測
定

。
3-
2
-4
-
9

根
入

長
設

計
値

以
上

偏
心

量
ｄ

3
00

以
内

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

３
１

コ
ン
ク

リ
ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工 （
コ
ン

ク
リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積
）

（
コ
ン

ク
リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
張
り

）

基
準

高
▽

舗
装

面
と

接
す

る
場

合

±
5
0

±
30

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、
延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１
施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

厚
さ

は
上

端
部

及
び
下

端
部
の

２
ヶ

所
を

測
定

。
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-5
-
3

法
長

ℓ

ℓ
＜

3
ｍ

－
5
0

ℓ
≧

3
ｍ

－
10

0

厚
さ

（
ブ

ロ
ッ

ク
積

張
）

ｔ
1

－
5
0

厚
さ

（
裏

込
）

ｔ
2

－
5
0

勾
配

±
0
.
5
分

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

３
２

コ
ン
ク

リ
ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工 （
連
節

ブ
ロ
ッ

ク
張

り
）

基
準

高
▽

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-5
-
3

法
長

ℓ
－

10
0

勾
配

±
0
.
5
分

延
長

Ｌ
1
，

Ｌ
2

－
0.

5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

３
３

コ
ン
ク

リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ

ク
工 （
天
端

保
護
ブ

ロ
ッ
ク

）

基
準

高
▽

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-5
-
3

幅
ｗ

－
10

0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

４
緑
化
ブ

ロ
ッ
ク

工
基

準
高

▽

舗
装

面
と

接
す

る
場

合

±
5
0

±
30

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、
延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１
施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

厚
さ

は
上

端
部

及
び

下
端
部

の
２

ヶ
所

を
測

定
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-5
-
4

法
長

ℓ

ℓ
＜

3
ｍ

－
5
0

ℓ
≧

3
ｍ

－
10

0

厚
さ

（
ブ

ロ
ッ

ク
）

ｔ
1

－
5
0

厚
さ

（
裏

込
）

ｔ
2

－
5
0

勾
配

±
0
.
5
分

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

５
１

石
積
（

張
）
工

基
準

高
▽

舗
装

面
と

接
す

る
場

合

±
5
0

±
30

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、
延
長

4
0
ｍ

（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１
施
工

箇
所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

厚
さ

は
上

端
部

及
び

下
端
部

の
２

ヶ
所

を
測

定
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
事

編
）

（
案
）
」

の
規
定

に
よ

る
測

点
の

管
理

方
法

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-5
-
5

法
長

ℓ

ℓ
＜

3
ｍ

－
5
0

ℓ
≧

3
ｍ

－
10

0

厚
さ

（
石

積
・

張
）

ｔ
1

－
5
0

厚
さ

（
裏

込
）

ｔ
2

－
5
0

勾
配

±
0
.
5
分

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

７
10

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装
工

（
基
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-2
0

-
26

-
3

-
4

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の

内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の

標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規
模

工
事
と

は
、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ
り

規
模
が

小
さ

い
も
の

。

維
持

工
事
に

お
い

て
は
、

平
坦
性

の
項
目

を
省
略

す
る
こ

と
が

出
来
る

。

3
-2
-
6-
7

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

７
12

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装
工

（
表
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-
1
7

-2
0

-
2

-
3

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の

内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の

標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規
模

工
事
と

は
、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ
り

規
模
が

小
さ

い
も
の

。

維
持
工
事

に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
7

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

８
１

半
た
わ

み
性
舗

装
工

（
下
層

路
盤
工

）

基
準

高
▽

±
4
0

±
5
0

―
―

基
準

高
、

幅
は

延
長

4
0

ｍ
毎
に
１

ヶ
所
の

割
と

し
、

道
路

中
心

線
及

び
端
部
で

測
定
。

（
最

少
2
ヶ

所
）

厚
さ

は
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
（

最
少

３
ヶ

所
）

を
掘

り
起

こ
し

て
測
定
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測
点

に
よ
ら

ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規
模

工
事
と

は
、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ
り

規
模
が

小
さ

い
も
の

。

3
-2
-
6-
8

厚
さ

－
4
5

－
45

－
15

－
15

幅
－

5
0

－
5
0

―
―

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

８
10

半
た
わ

み
性
舗

装
工

（
基
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-
2
0

-2
6

-
3

-
4

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の

内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の

標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持
工
事

に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
8

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

８
11

半
た
わ

み
性
舗

装
工

（
表
層

工
）

厚
さ

－
7

－
9

－
2

－
3

幅
と

横
断

勾
配

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に
１

ヶ
所

の
割

と
し

（
最

少
２

ヶ
所

）
、
厚

さ
は
、

1
0
0
0
㎡

毎
に

１
個

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
最

少
３

個
た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の
測
点

に
よ
ら

ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

コ
ア

ー
採
取

に
つ

い
て

橋
面
舗

装
等
で

コ
ア
ー

採
取
に

よ
り
床

版
等
に

損
傷
を

与
え

る
恐
れ

の
あ
る

場
合
は

、
他
の

方
法
に

よ
る

こ
と
が

出
来
る

。

維
持
工

事
に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
8

幅
－

2
5

－
2
5

―
―

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－45

－357－

別紙18



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

８
12

半
た
わ

み
性
舗

装
工

（
表
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-
1
7

-2
0

-
2

-
3

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の

内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の

標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持
工
事

に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
8

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

９
１

排
水
性

舗
装
工

（
下
層

路
盤
工

）

基
準

高
▽

±
4
0

±
5
0

―
―

基
準

高
は

延
長

40
ｍ

毎
に

１
ヶ
所

の
割
と

し
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で
測

定
。
（

最
少

２
ヶ

所
）

厚
さ

は
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
を

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。
（

最
少

３
ヶ
所
）

幅
は

、
延

長
4
0

ｍ
毎

に
１

ヶ
所

の
割

に
測

定
。

（
最

少
２

ヶ
所

）
た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の

測
点
に

よ
ら
ず

延
長

4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持
工

事
に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3-
2
-6
-
9

厚
さ

－
4
5

－
45

－
15

－
15

幅
－

5
0

－
5
0

―
―

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

９
10

排
水
性

舗
装
工

（
基
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-
2
0

-2
6

-
3

-
4

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の

内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の

標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持
工
事

に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
9

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

９
11

排
水
性

舗
装
工

（
表
層

工
）

厚
さ

－
7

－
9

－
2

－
3

幅
と

横
断

勾
配

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に
１

ヶ
所

の
割

と
し

（
最

少
２

ヶ
所

）
、
厚

さ
は
、

1
0
0
0
㎡

毎
に

１
個

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
最

少
３

個
た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の
測
点

に
よ
ら

ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

コ
ア

ー
採
取

に
つ

い
て

橋
面
舗

装
等
で

コ
ア
ー

採
取
に

よ
り
床

版
等
に

損
傷
を

与
え

る
恐
れ

の
あ
る

場
合
は

、
他
の

方
法
に

よ
る

こ
と
が

出
来
る

。

維
持
工
事

に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
9

幅
－

2
5

－
2
5

―
―

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

９
12

排
水
性

舗
装
工

（
表
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-1
7

-
20

-
2

-
3

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の

内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の

標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持
工
事

に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
9

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

定
値

の
平

均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

10
３

透
水
性
舗

装
工

（
表
層
工

）

厚
さ

－
9

－
3

幅
は

、
片

側
延

長
4
0
m
毎

に
１
ヶ

所
の
割

で
測

定
。

厚
さ

は
、

片
側

延
長

2
0
0
m
毎

に
１

ヶ
所

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。
た

だ
し

、
幅

は
設

計
図

書
の
測
点

に
よ
ら

ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

コ
ア

ー
採
取

に
つ

い
て

橋
面
舗

装
等
で

コ
ア
ー

採
取
に

よ
り
床

版
等
に

損
傷
を

与
え

る
恐
れ

の
あ
る

場
合
は

、
他
の

方
法
に

よ
る

こ
と
が

出
来
る

。

維
持
工

事
に
お

い
て
は

、
平
坦

性
の
項

目
を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3-
2
-6
-
10

幅
－

25
―

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

10
４

透
水
性
舗

装
工

（
表
層
工

）

（
面
管
理

の
場
合

）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-2
0

-
3

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。
２

．
個

々
の

計
測

値
の

規
格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。
４

．
厚

さ
は

、
直

下
層

の
標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持
工

事
に
お

い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目

を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
1
0

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－54

－366－
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

11
３

グ
ー
ス

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装
工

（
基
層

工
）

厚
さ

－
9

－
12

－
3

－
4

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
（

最
少

２
ヶ

所
）

、
厚

さ
は

、
1
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取

し
て
測

定
。
た

だ
し

最
少

３
個

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測
点

に
よ
ら

ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

コ
ア

ー
採
取

に
つ

い
て

橋
面
舗

装
等
で

コ
ア

ー
採
取

に
よ
り

床
版

等
に

損
傷
を

与
え

る
恐
れ

の
あ
る

場
合
は

、
他
の

方
法
に

よ
る

こ
と
が

出
来
る

。

維
持

工
事
に

お
い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目

を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
1
1

幅
－
2
5

－
2
5

―
―

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

11
４

グ
ー
ス

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装

工

（
基
層
工

）

（
面
管
理

の
場
合

）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-
2
0

-2
5

-
3

-
4

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。
２

．
個

々
の

計
測

値
の

規
格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。
４

．
厚

さ
は

、
直

下
層

の
標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持

工
事
に

お
い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目

を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3-
2
-6
-
11

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

11
５

グ
ー
ス

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装
工

（
表
層

工
）

厚
さ

－
7

－
9

－
2

－
3

幅
と

横
断

勾
配

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に
１

ヶ
所

の
割

と
し

（
最

少
２

ヶ
所

）
、
厚

さ
は
、

1
0
0
0
㎡

毎
に

１
個

の
割

で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

た
だ

し
、

最
少

３
個

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書

の
測
点

に
よ
ら

ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測
定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

コ
ア

ー
採
取

に
つ

い
て

橋
面
舗

装
等
で

コ
ア

ー
採
取

に
よ
り

床
版

等
に

損
傷
を

与
え

る
恐
れ

の
あ
る

場
合
は

、
他
の

方
法
に

よ
る

こ
と
が

出
来
る

。

維
持

工
事
に

お
い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目

を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
1
1

幅
－
2
5

－
2
5

―
―

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

11
６

グ
ー
ス

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

舗
装
工

（
表
層

工
）

（
面
管

理
の
場

合
）

厚
さ

あ
る

い
は

標
高

較
差

-
1
7

-
2
0

-
2

-
3

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。
２

．
個

々
の

計
測

値
の

規
格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。
４

．
厚

さ
は

、
直

下
層

の
標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

維
持

工
事
に

お
い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目

を
省

略
す
る

こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
1
1

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m

以
下

横
断

勾
配

±
1
.
0
％

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模

以
上

小
規

模

以
下

中
規

模

以
上

小
規

模
以

下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 施 舗 装 工

12
７

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
工

（
ア
ス
フ

ァ
ル
ト

中
間

層
）

厚
さ

-
9

-1
2

-3
幅

は
、

延
長

40
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し

（
最

少
２

ヶ
所

）
、

厚
さ
は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取
し
て

測
定
（

最
少

３
個

）
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書
の
測

点
に
よ

ら
ず

延
長

4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

工
事
規

模
の
考

え
方

中
規
模
以

上
の

工
事
と

は
、
１

層
あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お
よ

び
表
層

用
混
合

物
の
総

使
用
量

が
、

5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規
模

工
事
と

は
、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ

り
規
模

が
小
さ

い
も
の

。
厚
さ
は

、
個
々

の
測
定

値
が

1
0
個

に
9
個

以
上
の

割
合
で

規
格
値

を
満
足

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と
と

も
に
、

1
0
個

の
測
定

値
の
平

均
値
（

Ｘ
1
0
）
に

つ
い
て

満
足
し

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
た

だ
し
、

厚
さ
の

デ
ー
タ

数
が

1
0
個

未
満
の

場
合
は

測
定
値

の
平
均

値
は
適

用
し
な

い
。
コ

ア
ー
採

取
に
つ

い
て

橋
面
舗
装

等
で
コ

ア
ー
採

取
に
よ

り
床
版

等
に
損

傷
を
与

え
る
恐

れ
の
あ

る
場
合

は
、

他
の
方

法
に
よ

る
こ
と

が
出
来

る
。

3
-2
-
6-
1
2

幅
-2
5

－

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

12
８

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
工

（
ア
ス
フ

ァ
ル
ト

中
間

層
）

（
面

管
理
の

場
合
）

厚
さ

あ
る

い

は
標

高
較

差
-2

0
-2

7
-3

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ
る
出

来
形
管

理
に

お
い

て
「

地
上

型
レ

ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（
舗

装
工
事

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動
体
搭

載
型
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た
出
来

形
管
理

要
領

（
案

）
」

ま
た

は
「

Ｔ
Ｓ
（
ノ

ン
プ
リ

ズ
ム

方
式

」
を

用
い

た
出

来
形
管
理

要
領
（

舗
装

工
事

編
）

（
案

）
」

に
基
づ
き

出
来
形

管
理

を
実

施
す

る
場

合
、

そ
の
他
本

基
準
に

規
定

す
る

計
測

精
度

・
計

測
密
度
を

満
た
す

計
測

方
法

に
よ

り
出

来
形

管
理
を
実

施
す
る

場
合

に
適

用
す

る
。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規
格

値
に
は

計
測
精

度
と

し
て

±
1
0
4m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内

側
全
面

と
し
、

全
て

の
点

で
標

高
値

を
算
出
す

る
。
計

測
密

度
は

１
点

／
m
2
（

平
面

投
影

面
積

当
た

り
）

以
上

と
す

る
。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の
標

高
値
と

当
該
層

の
標

高
値

と
の

差
で

算
出
す
る

。
５

．
厚

さ
を

標
高

較
差

と
し

て
評
価

す
る
場

合
は

、
直

下
層

の
目

標
高
さ
＋

直
下
層

の
標

高
較

差
平

均
値

＋
設

計
厚
さ
か

ら
求
ま

る
高

さ
と

の
差

と
す

る
。

こ
の
場
合

、
基
準

高
の

評
価

は
省

略
す

る
。

工
事
規

模
の
考

え
方

中
規
模
以

上
の

工
事
と

は
、
１

層
あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お
よ

び
表
層

用
混
合

物
の
総

使
用
量

が
、

5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小

規
模
工

事
と
は

、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ

り
規
模
が

小
さ
い

も
の

。

3
-2
-
6-
1
2

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測
定

値
の

平
均

(
X
1
0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
2

９
コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
工

（
コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装

版
工

）

厚
さ

－
10

－
3
.5

厚
さ

は
各

車
線

の
中

心
付
近
で

型
枠
据

付
後
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
（

2
0
0
ｍ

以
下

は
３

ヶ
所

）
に

水
糸

又
は

レ
ベ

ル
に

よ
り

１
測
線

当
た
り

横
断
方

向
に

３
ヶ

所
以

上
測

定
、
幅
と

横
断
勾

配
は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の
割

で
測
定

（
最
少

２
ヶ

所
）

。
平

坦
性

は
各

車
線

毎
に

版
縁
か

ら
１
ｍ

の
線

上
、

全
延

長
と

す
る

。
な
お
、

ス
リ
ッ

プ
フ
ォ

ー
ム

工
法

の
場

合
は

、
厚
さ
管

理
に
関

し
、
打

設
前

に
各

車
線

の
中

心
付

近
で

各
車

線
2
0
0
ｍ

毎
に

水
糸

又
は

レ
ベ

ル
に
よ
り

１
測
線

当
た
り

横
断

方
向

に
３

ヶ
所

以
上
路
盤

の
基
準

高
を
測

定
し

、
測

定
打

設
後

に
各

車
線

2
0
0
ｍ

毎
に

両

側
の

版
端

を
測

定
す

る
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書
の
測

点
に
よ

ら
ず
延

長
4
0
m
以

下
の

間
隔
で

測
定
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

工
事
規

模
の
考

え
方

中
規
模
以

上
の

工
事
と

は
、
１

層
あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お
よ
び

表
層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0

ｔ
以
上

の
場
合

が
該
当

す
る
。

小
規
模

工
事
と

は
、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ

り
規
模

が
小
さ

い
も
の

。
厚
さ

は
、
個

々
の

測
定
値

が
1
0
個
に

９
個
以
上

の
割
合

で
規
格

値
を
満

足
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平
均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ
い

て
満
足

し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。

た
だ
し

、
厚
さ

の
デ
ー

タ
数

が
1
0
個
未

満
の
場

合
は
測

定
値
の

平
均
値

は
適
用
し

な
い
。

維
持
工
事

に
お
い

て
は
、

平
坦
性

の
項
目

を
省
略

す
る
こ

と
が
出

来
る
。

3
-
2-
6
-1
2

幅
－

25
―

横
断

勾
配

±
1.

0
％

平
坦

性
―

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
硬

化
後

3m
プ

ロ
フ

ィ
ル

メ
ー

タ
－

に
よ

り
機

械
舗

設
の

場
合

(σ
)2
.
4m
m
以

下
人

力
舗

設
の

場
合 (σ

)3
m
m
以
下

目
地

段
差

±
2

隣
接

す
る

各
目

地
に

対
し

て
、

道
路
中

心
線
及

び
端

部
で

測
定

。

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

12
10

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
工

（
コ
ン

ク
リ
ー

ト
舗

装

版
工

）

（
面

管
理
の

場
合
）

厚
さ

あ
る

い

は
標

高
較

差
-
22

-3
.
5

１
．

３
次

元
デ

ー
タ

に
よ

る
出

来
形
管

理
に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用
い

た
出

来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭

載
型
レ

ー
ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ

ン
プ
リ

ズ
ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗

装
工
事

編
）

（
案

）
」

に
基

づ
き

出
来

形
管
理

を
実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他

本
基

準
に

規
定
す

る
計
測

精
度

・
計

測
密

度
を

満
た

す
計

測
方
法

に
よ
り

出
来

形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

に
適
用

す
る
。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規

格
値
に
は

計
測
精

度
と

し
て

±
1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内

側
全
面

と
し
、

全
て

の
点

で
標

高
値

を
算

出
す
る

。
計
測

密
度
は

１
点

／
m
2
（

平
面

投
影

面
積
当

た
り
）

以
上

と
す

る
。

４
．

厚
さ

は
、

直
下

層
の
標

高
値
と

当
該
層

の
標

高
値

と
の

差
で

算
出

す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と
し

て
評
価

す
る
場

合
は

、
直

下
層

の
目

標
高

さ
＋
直

下
層
の

標
高
較

差
平

均
値

＋
設

計
厚

さ
か
ら
求

ま
る
高

さ
と
の

差
と

す
る

。
こ

の
場

合
、
基
準

高
の
評

価
は
省

略
す

る
。

工
事
規

模
の
考

え
方

中
規
模
以

上
の

工
事
と

は
、
１

層
あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お
よ
び

表
層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0

ｔ
以
上

の
場
合

が
該
当

す
る
。

小
規
模
工

事
と
は

、
中

規
模
以

上
の
工

事
よ

り
規
模
が

小
さ
い

も
の

。

維
持
工

事
に
お

い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目

を
省
略
す

る
こ
と

が
出

来
る
。

3
-2
-
6-
1
2

平
坦

性
―

3
m
ﾌ
ﾟﾛ

ﾌ
ｨﾙ

ﾒ
ｰﾀ

ｰ
(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
（

足
付

き
）

(σ
)1
.
75
m
m
以

下

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－60

－372－

別紙26



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
2

1
7

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
工

（
転
圧
コ

ン
ク
リ

ー
ト

版
工

）
ア

ス
フ
ァ

ル
ト
中

間
層

厚
さ

－
9

－
12

－
3

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ
所
の

割
と
し

（
最

少
２

ヶ
所

）
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取
し

て
測
定

（
最
少

３
個

）
。

た
だ

し
、

幅
は

設
計

図
書
の

測
点
に

よ
ら
ず

延
長

4
0
m
以

下
の

間
隔

で
測

定
す
る

こ
と
が

で
き

る
。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は

、
中
規

模
以
上

の
工
事

よ
り
規

模
が
小

さ
い

も
の
。

厚
さ
は

、
個
々

の
測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の
割

合
で

規
格
値

を
満
足

し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

と
と

も
に
、

1
0
個

の
測
定

値
の

平
均

値
（
Ｘ

1
0
）
に

つ
い
て

満
足
し

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
た

だ
し
、

厚
さ
の

デ
ー
タ

数
が

10
個

未
満
の

場
合

は
測
定

値
の
平

均
値

は
適

用
し
な

い
。

コ
ア
ー

採
取
に

つ
い
て

橋
面
舗

装
等
で

コ
ア
ー

採
取
に

よ
り
床

版
等
に

損
傷
を

与
え

る
恐
れ

の
あ
る

場
合
は

、
他
の

方
法
に

よ
る

こ
と
が

出
来
る

。
維
持

工
事
に

お
い
て

は
、
平

坦
性
の

項
目
を

省
略

す
る
こ

と
が
出

来
る
。

3
-
2-
6
-1
2

幅
－

2
5

―

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

12
18

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装
工

（
転
圧
コ

ン
ク
リ

ー
ト

版
工

）
ア
ス

フ
ァ
ル

ト
中
間

層

（
面

管
理
の

場
合
）

厚
さ

あ
る

い

は
標

高
較

差
-
2
0

-2
7

-3
１

．
３

次
元

デ
ー

タ
に

よ
る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。
２

．
個

々
の

計
測

値
の

規
格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。
４

．
厚

さ
は

、
直

下
層

の
標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。
こ

の
場
合
、

基
準
高

の
評

価
は

省
略

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は
、

中
規
模

以
上
の

工
事
よ

り
規

模
が
小

さ
い
も

の
。

3
-
2-
6
-1
2

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X 1

0
)

*
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

12
20

コ
ン

ク
リ
ー

ト
舗
装

工

（
転
圧

コ
ン
ク

リ
ー
ト

版
工
）

（
面

管
理
の

場
合
）

厚
さ

あ
る

い

は
標

高
較

差
-
32

-
4.

5
１

．
３

次
元

デ
ー

タ
に

よ
る
出
来

形
管
理

に
お

い
て

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗
装

工
事
編

）
（

案
）

」
、

「
地

上
移

動
体
搭
載

型
レ
ー

ザ
ー

ス
キ

ャ
ナ

ー
を

用
い

た
出
来
形

管
理
要

領
（

案
）

」
ま

た
は

「
Ｔ

Ｓ
（
ノ
ン

プ
リ
ズ

ム
方

式
」

を
用

い
た

出
来

形
管
理
要

領
（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）

」
に

基
づ
き
出

来
形
管

理
を

実
施

す
る

場
合

、
そ

の
他
本
基

準
に
規

定
す

る
計

測
精

度
・

計
測

密
度
を
満

た
す
計

測
方

法
に

よ
り

出
来

形
管

理
を
実
施

す
る
場

合
に

適
用

す
る

。
２

．
個

々
の

計
測

値
の

規
格
値
に

は
計
測

精
度

と
し

て
±

1
04

m
m
が

含
ま

れ
て

い
る

。
３

．
計

測
は

設
計

幅
員

の
内
側
全

面
と
し

、
全

て
の

点
で

標
高

値
を

算
出
す
る

。
計
測

密
度

は
１

点
／

m
2
（

平
面

投
影
面
積

当
た
り

）
以

上
と

す
る

。
４

．
厚

さ
は

、
直

下
層

の
標
高
値

と
当
該

層
の

標
高

値
と

の
差

で
算

出
す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と

し
て
評

価
す
る

場
合

は
、

直
下

層
の

目
標

高
さ
＋
直

下
層
の

標
高

較
差

平
均

値
＋

設
計

厚
さ
か
ら

求
ま
る

高
さ

と
の

差
と

す
る

。
こ

の
場
合
、

基
準
高

の
評

価
は

省
略

す
る

。

工
事

規
模
の

考
え

方

中
規

模
以
上

の
工
事

と
は
、

１
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
00
m
2
以

上
あ

る
い

は
基

層
お

よ
び
表

層
用

混
合
物

の
総
使

用
量
が

、
5
0
0
ｔ

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
小
規

模
工
事

と
は
、

中
規
模

以
上
の

工
事
よ

り
規

模
が
小

さ
い
も

の
。

3
-
2-
6
-1
2

平
坦

性
―

3
m
ﾌﾟ

ﾛ
ﾌｨ

ﾙ
ﾒｰ

ﾀ
ｰ
(σ

)2
.
4m

m
以

下
直

読
式

（
足

付
き

）
(
σ

)
1.
7
5m
m
以

下

目
地

段
差

±
2

隣
接

す
る

各
目

地
に

対
し

て
、
道

路
中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
平

均
の

測
定

値
(
X
1
0
)

*
面

管
理

の
場

合

は
測

定
値

の
平

均

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
5

路
面
切

削
工

厚
さ

ｔ
－
7

－
2

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

現
舗

装
高

と
切

削
後

の
基

準
高

の
差

で
算

出
す

る
。

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道
端

及
び
そ

の
中

心
と

す
る

。
延

長
4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

、
２

ヶ
所

／
施

工
箇

所
と

す
る

。
断

面
状

況
で

、
間

隔
、

測
点
数
を

変
え
る

こ
と

が
出

来
る

。
測

定
方

法
は

自
動

横
断

測
定
法
に

よ
る
こ

と
が

出
来

る
。

3
-2
-
6-
1
5

幅
ｗ

－
2
5

―

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
6

舗
装
打

換
え
工

路 盤 工

幅
ｗ

－
5
0

各
層

毎
１

ヶ
所

／
１

施
工

箇
所

3
-2
-
6-
1
6

延
長

Ｌ
－

10
0

厚
さ

ｔ
該

当
工

種

舗 設 工

幅
ｗ

－
2
5

延
長

Ｌ
－

10
0

厚
さ

ｔ
該

当
工

種

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

17
１

オ
ー
バ

ー
レ
イ

工
厚

さ
ｔ

－
9

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

現
舗

装
高

と
オ

ー
バ

ー
レ

イ
後

の
基

準
高

の
差

で
算

出
す
る

。
（
最

少
３

ヶ
所

）

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道
端

及
び
そ

の
中

心
と

す
る

。
幅

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
ヶ

所
の

割
と

し
、

延
長

4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は
、
２

ヶ
所
／

施
工

箇
所

と
す

る
。

断
面

状
況

で
、

間
隔

、
測

点
数
を

変
え
る

こ
と

が
出

来
る

。
維
持

工
事
に

お
い

て
は
、

平
坦
性

の
項
目

を
省
略

す
る
こ

と
が

出
来
る

。

3
-2
-
6-
1
7

幅
ｗ

－
2
5

延
長

Ｌ
－

10
0

平
坦

性
―

３
m
ﾌ
ﾟ
ﾛﾌ
ｨ
ﾙﾒ
ｰ
ﾀｰ

(
σ

)
2.
4
mm

以
下

直
読

式
(
足

付
き

)
(
σ

)
1.
7
5m
m
以

下

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
平

均
の

測
定

値
(
X
1
0
)

*
面

管
理

の
場

合

は
測

定
値

の
平

均

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
7

２
オ
ー

バ
ー
レ

イ
工

（
面

管
理
の

場
合
）

厚
さ

あ
る

い

は
標

高
較

差
-
20

-3
１

．
３

次
元

デ
ー

タ
に

よ
る

出
来
形

管
理
に

お
い

て
「

地
上

型
レ

ー
ザ
ー

ス
キ
ャ

ナ
ー
を

用
い

た
出

来
形

管
理

要
領
（

舗
装
工

事
編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動
体

搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た
出

来
形
管

理
要
領

（
舗

装
工

事
編

）
（

案
）
」

ま
た
は

「
Ｔ
Ｓ

（
ノ

ン
プ

リ
ズ

ム
方

式
）
を

用
い
た

出
来
形

管
理

要
領

（
舗

装
工

事
編
）

（
案
）

」
に
基

づ
き

出
来

形
管

理
を

実
施
す

る
場
合

、
そ
の

他
本

基
準

に
規

定
す

る
計
測

精
度
・

計
測
密

度
を

満
た

す
計

測
方

法
に
よ

り
出
来

形
管
理

を
実

施
す

る
場

合
に

適
用
す

る
。

２
．

個
々

の
計

測
値

の
規
格

値
に
は

計
測
精

度
と

し
て

±
4
m
m
が

含
ま

れ
て

い
る
。

３
．

計
測

は
設

計
幅

員
の
内

側
全
面

と
し
、

全
て

の
点

で
標

高
値

を
算
出

す
る
。

計
測
密

度
は

１
点

／
m
2
（

平
面

投
影

面
積
当

た
り
）

以
上

と
す

る
。

４
．

厚
さ

は
、

施
工

前
の
標

高
値
と

オ
ー
バ

ー
レ

イ
後

の
標

高
値

と
の
差

で
算
出

す
る
。

５
．

厚
さ

を
標

高
較

差
と
し

て
評
価

す
る
場

合
は

、
オ

ー
バ

ー
レ

イ
後
の

目
標
高

さ
と
オ

ー
バ

ー
レ

イ
後

の
標

高
値
と

の
差
で

算
出
す

る
。

3
-
2-
6
-1
7

平
坦

性
－

3m
ﾌ
ﾟ
ﾛﾌ

ｨ
ﾙﾒ

ｰ
ﾀｰ

(σ
)2
.
4m
m
以

下

直
読

式
（

足
付

き
）

(σ
)1
.
75
m
m
以

下

Ⅰ－66－１
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単
位

：
m
m

出来形管理基準及び規格値

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

２
路

床
安
定

処
理
工

基
準

高
▽

±
5
0

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

ヶ
所

、
延
長

4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に
つ

き
２
ヶ

所
。

基
準

高
は

、
道

路
中

心
線
及
び

端
部
で

測
定

。
厚

さ
は

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定
。

「
施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
表

層
安

定
処

理
等

・
中
層
地

盤
改
良

工
事

編
）

（
案

）
」

に
よ

る
管
理
の

場
合

は
、

全
体

改
良

範
囲

図
を

用
い
て
、

施
工
厚

さ
ｔ

、
天

端
幅

ｗ
、

天
端

延
長

L
を

確
認

（
実

測
は

不
要

）
。

6XAO

3-
2
-7
-
2

施
工

厚
さ

ｔ
－

5
0

幅
ｗ

－
10

0

延
長

Ｌ
－
2
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

３
置

換
工

基
準

高
▽

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ
）

に
つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ
（

5
0

ｍ
）

以
下

の
も

の
は

１
施
工
箇

所
に
つ

き
２

ヶ
所

。
厚

さ
は

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定
。

3
-2
-
7-
3

置
換

厚
さ

ｔ
－

5
0

幅
ｗ

－
1
00

延
長

Ｌ
－

2
00
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

４
１

表
層

安
定
処

理
工

（
サ

ン
ド
マ

ッ
ト
海

上
）

基
準

高
▽

特
記

仕
様

書
に

明
示

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。
3-
2
-7
-
4

法
長

ℓ
－
5
0
0

天
端

幅
ｗ

－
3
00

ｗ
．

（
Ｌ

）
は

施
工

延
長

4
0
ｍ
に

つ
き
１

ヶ
所

、
延

長
4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
ヶ

所
。

8
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

３
ヶ

所
。

（
Ｌ

）
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ
ン

及
び
表

裏
法
肩

で
行

う
。

天
端

延
長

Ｌ
－

50
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

４
２

表
層
安
定

処
理
工

（
IC
T
施

工
の

場
合

）

基
準

高
▽

特
記

仕
様

書
に

明
示

施
工

延
長

1
0
m
に

つ
き

、
１

測
点

当
た

り
５

点
以

上
測

定
3
-
2-
7
-4

法
長

ℓ
-
50

0

天
端

幅
ｗ

-
30

0
「

施
工

履
歴

デ
ー

タ
を

用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
表

層
安

定
処

理
等

・
中
層
地

盤
改
良

工
事

編
）

（
案

）
」

に
記

載
の
全
体

改
良
平

面
図

を
用

い
て

、
天

端
幅

ｗ
、
天
端

延
長

L
を

確
認

（
実

測
は

不
要

）
。

天
端

延
長

L
-
50

0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

５
パ
イ

ル
ネ
ッ

ト
工

基
準

高
▽

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

両
端
で

掘
り
起

こ
し
て

測
定

。
杭

に
つ

い
て

は
、

当
該

杭
の
項

目
に
準

ず
る

。

3
-
2-
7
-5

厚
さ

ｔ
－

5
0

幅
ｗ

－
10

0

延
長

Ｌ
－

20
0
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

９
１

固
結

工

（
粉
体
噴

射
撹
拌

工
）

（
高
圧
噴

射
撹
拌

工
）

（
ス
ラ
リ

ー
撹
拌

工
）

（
生
石
灰

パ
イ
ル

工
）

基
準

高
▽

－
5
0

2
5
本

に
１
ヶ

所
。

2
5
本

以
下
は

２
ヶ

所
測
定

。
１

ヶ
所

に
４

本
測

定
。

3
-2
-
7-
9

位
置

・
間

隔
ｗ

Ｄ
／

4
以

内

杭
径

Ｄ
設

計
値

以
上

深
度

L
設

計
値

以
上

全
本

数

Ｌ
＝
ℓ
1
－
ℓ
2

ℓ
1
は

改
良

体
先

端
深

度
ℓ
2
は

改
良

端
天

端
深

度

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

９
２

固
結

工

（
中
層
混

合
処
理

）
基

準
高

▽
設

計
値

以
上

1,
0
00
m
3～

4,
0
00
m
3
に

つ
き

１
ケ

所
、

又
は

施
工

延
長

4
0
m
（

測
点

間
隔

2
5
m
の

場
合

は

5
0
m
）

に
つ

き
１

ケ
所

。

1,
0
00
m
3
以

下
、

又
は

施
工

延
長

4
0m
(
50
m
)

以
下

の
も

の
は

1
施

工
箇
所
に

つ
き
２

ケ

所
。

施
工

厚
さ

は
施

工
時

の
改
良
深

度
確
認

を
出

来
形

と
す

る
。

「
施

工
履

歴
デ

ー
タ

を
用
い
た

出
来
形

管
理

要
領

（
表

層
安

定
処

理
等
・
中

層
地
盤

改
良

工
事

編
）

（
案

）
」

に
よ
る
管

理
の
場

合

は
、

全
体

改
良

範
囲

図
を
用
い

て
、
施

工
厚

さ
ｔ

、
幅

ｗ
、

延
長

L
を

確
認

（
実
測

は
不

要
）

。

3
-2
-
7-
9

施
工

厚
さ

ｔ
設

計
値

以
上

幅
ｗ

設
計

値
以

上

延
長

L
設

計
値

以
上

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
3

橋 梁 架 設 工

架
設

工
（
コ

ン
ク
リ

ー
ト

橋
）

（
ク

レ
ー
ン

架
設
）

（
架

設
桁
架

設
）

架
設

工
支
保

工
（
固

定
）

（
移

動
）

架
設

桁
架
設

（
片

持
架
設

）
（
押

出
し
架

設
）

全
長
・

支
間

―

各
桁

毎
に

全
数

測
定

。
3-
2
-1
3

桁
の

中
心

間
距

離
―

一
連

毎
の

両
端

及
び

支
間

中
央
に
つ

い
て
各

上
下

間
を

測
定

。

そ
り

―

主
桁

を
全

数
測

定
。

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

２
１

植
生

工

（
種

子
散
布

工
）

（
張

芝
工
）

（
筋

芝
工
）

（
市

松
芝
工

）
（
植

生
シ
ー

ト
工
）

（
植

生
マ
ッ

ト
工
）

（
植

生
筋
工

）
（
人

工
張
芝

工
）

（
植

生
穴
工

）

切 土 法 長 ℓ

ℓ
＜

5
ｍ

－
20

0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

た
だ

し
、

計
測

手
法

に
つ
い

て
は
、

従
来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案
）

」
、

「
T
S
（

ノ
ン

プ
リ
）

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
R
T
K
－

GN
S
S

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

で
規

定
す

る
出

来
形
計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が
で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来
形
管

理
要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
で

規
定
す
る

出
来
形

計
測

性
能

を
有

す
る

機
器

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3
-
2-
1
4-
2

ℓ
≧

5
ｍ

法
長

の
－

4％

盛 土 法 長 ℓ

ℓ
＜

5
ｍ

－
10

0

ℓ
≧

5
ｍ

法
長

の
－

2％

延
長

Ｌ
－

20
0

１
施

工
箇

所
毎

た
だ

し
、

計
測

手
法

に
つ
い

て
は
、

従
来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案
）

」
、

「
T
S
（

ノ
ン

プ
リ
）

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
R
T
K
－

GN
S
S

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

で
規

定
す

る
出

来
形
計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が
で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来
形
管

理
要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
で

規
定
す
る

出
来
形

計
測

性
能

を
有

す
る

機
器

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

２
２

植
生
工

（
植
生

基
材
吹

付
工
）

（
客
土

吹
付
工

）

法 長 ℓ

ℓ
＜

5
ｍ

－
20

0
施

工
延

長
4
0
ｍ

に
つ

き
１

ヶ
所

、
4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に
つ

き
２
ヶ

所
。

た
だ

し
、

計
測

手
法

に
つ
い

て
は
、

従
来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案
）

」
、

「
T
S
（

ノ
ン

プ
リ
）

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
R
T
K
－

GN
S
S

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

で
規

定
す

る
出

来
形
計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が
で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来
形
管

理
要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
で

規
定
す
る

出
来
形

計
測

性
能

を
有

す
る

機
器

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3
-
2-
1
4-
2

ℓ
≧

5
ｍ

法
長

の
－

4％

厚 さ ｔ

ｔ
＜

5
c
m

－
1
0

施
工

面
積

2
0
0
㎡

に
つ

き
１

ヶ
所

、
面

積
2
0
0

㎡
以

下
の

も
の

は
、

１
施
工
箇

所
に
つ

き
２

ヶ
所

。
検

査
孔

に
よ

り
測

定
。

ｔ
≧

5
c
m

－
2
0

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

、
設

計
厚

の
5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

。

延
長

Ｌ
－

20
0

１
施

工
箇

所
毎

た
だ

し
、

計
測

手
法

に
つ
い

て
は
、

従
来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案
）

」
、

「
T
S
（

ノ
ン

プ
リ
）

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
R
T
K
－

GN
S
S

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

で
規

定
す

る
出

来
形
計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が
で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来
形
管

理
要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
で

規
定
す
る

出
来
形

計
測

性
能

を
有

す
る

機
器

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

３
吹

付
工

（
コ

ン
ク
リ

ー
ト
）

（
モ

ル
タ
ル

）
法 長 ℓ

ℓ
＜

3
ｍ

－
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

ヶ
所

、
4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に
つ

き
２
ヶ

所
。

測
定

断
面

に
凹

凸
が

あ
り

、
曲

線
法

長
の

測
定

が
困

難
な

場
合

は
直

線
法

長
と

す
る

。
た

だ
し

、
計

測
手

法
に

つ
い

て
は
、

従
来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案
）

」
、

「
T
S
（

ノ
ン

プ
リ
）

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
R
T
K
－

GN
S
S

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

で
規

定
す

る
出

来
形
計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が
で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来
形
管

理
要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
で

規
定
す
る

出
来
形

計
測

性
能

を
有

す
る

機
器

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

3-
2
-1
4
-3

ℓ
≧

3
ｍ

－
10

0

厚 さ ｔ

ｔ
＜

5
c
m

－
1
0

2
0
0
㎡

に
つ

き
１

ヶ
所

以
上
、

2
0
0
㎡
以

下
は

２
ヶ

所
を

せ
ん

孔
に

よ
り
測

定
。

ｔ
≧

5
c
m

－
2
0

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

、
設

計
厚

の
5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

延
長

Ｌ
－

20
0

１
施

工
箇

所
毎

た
だ

し
、

計
測

手
法

に
つ
い

て
は
、

従
来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

土
工

編
）

（
案
）

」
、

「
T
S
（

ノ
ン

プ
リ
）

を
用
い

た
出
来

形
管
理

要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
、

「
R
T
K
－

GN
S
S

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

で
規

定
す

る
出

来
形
計
測

性
能
を

有
す

る
機

器
を

用
い

る
こ

と
が
で
き

る
。
こ

の
ほ

か
、

「
地

上
型

レ
ー

ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
土
工

編
）

（
案

）
」

、
「

地
上

移
動

体
搭
載
型

レ
ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
た

出
来
形
管

理
要
領

（
土

工
編

）
（

案
）

」
で

規
定
す
る

出
来
形

計
測

性
能

を
有

す
る

機
器

を
用
い
る

こ
と
が

で
き

る
。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

５ 護 岸 基 礎 工

５
場
所

打
コ
ン

ク
リ
ー

ト
工

基
準

高
▽

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

7-
1
-5
-
5

幅
ｗ

－
3
0

高
さ

ｈ
－

3
0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

法
勾

配
の

開
き

±
0
.
5
分

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

５ 護 岸 基 礎 工

６
海
岸

コ
ン
ク

リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ

ク
工

基
準

高
▽

±
5
0

ブ
ロ

ッ
ク

個
数

4
0
個

に
つ
き
１

ヶ
所
の

割
で

測
定

。
基

準
高

、
延

長
は

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

測
点

間
隔

2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ
き

２
ヶ
所

。

7
-
1-
5
-6

ブ
ロ

ッ
ク

厚
ｔ

－
2
0

ブ
ロ

ッ
ク

縦
幅

ｗ
1

－
2
0

ブ
ロ

ッ
ク

横
幅

ｗ
2

－
2
0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

法
勾

配
の

開
き

±
0
.
5
分

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

６ 護 岸 工

４
海
岸

コ
ン
ク

リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ

ク
工

基
準

高
▽

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
編

）
（

案
）

」
の
規
定

に
よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ
と
が

で
き

る
。

7
-
1-
6
-4

法
長

ℓ

ℓ
＜

5
ｍ

－
10

0

ℓ
≧

5
ｍ

ℓ
×

（
－

2
％

）

厚
さ

ｔ
－

5
0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

法
勾

配
の

開
き

±
0
.
5
分

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－97
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単
位

：
m
m

出来形管理基準及び規格値
編

章
節

条
枝

番
工

種
測

定
項

目
規

格
値

測
定

基
準

測
定

箇
所

摘
要

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

６ 護 岸 工

５
コ
ン

ク
リ
ー

ト
被
覆

工
基

準
高

▽
±

5
0

た
だ

し
舗

装
面

と
接

す
る

場
合
±

3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（

護
岸

工
編

）
（

案
）

」
の
規
定

に
よ
る

測
点

の
管

理
方

法
を

用
い

る
こ
と
が

で
き

る
。

7-
1
-6
-
5

法
長

ℓ

ℓ
＜

3
ｍ

－
5
0

ℓ
≧

3
ｍ

－
10

0

厚
さ

ｔ

ｔ
＜

1
0
0

－
2
0

ｔ
≧

1
0
0

－
3
0

裏
込

材
厚

ｔ
’

－
5
0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

法
勾

配
の

開
き

±
0
.
5
分

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

８ 天 端 被 覆 工

２
コ
ン

ク
リ
ー

ト
被
覆

工
基

準
高

▽
±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

7
-
1-
8
-2

幅
ｗ

－
5
0

厚
さ

ｔ
－

1
0

基
礎

厚
ｔ
’

－
4
5

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

９ 波 返 工

３
波

返
工

基
準

高
▽

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

7
-
1-
9
-3

幅
ｗ

1，
ｗ

2
－

3
0

高
さ

ｈ
＜
3
ｍ

ｈ
1
，

ｈ
2，

ｈ
3

－
5
0

高
さ

ｈ
≧
3
ｍ

ｈ
1
，

ｈ
2，

ｈ
3

－
10

0

延
長

Ｌ
－

0.
5
%

た
だ

し

最
大

－
2
0
0

最
小
－

5
0

Ⅰ－98
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

８ 砂 防 編

１ 砂 防 堰 堤

９ 鋼 製 堰 堤 工

５
２

鋼
製

堰
堤
本

体
工

（
透

過
型
）

堤
長

Ｌ
格

±
5
0

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定
。

8-
1
-9
-
5

堤
長

ℓ
格

・
Ｂ

・
Ｌ

±
1
0

堤
幅

Ｗ
格

±
3
0

堤
幅

ｗ
格

・
Ａ

・
Ｂ

・
Ｌ

±
1
0

高
さ

Ｈ
格

・
Ａ

・
Ｂ

・
Ｌ

±
1
0

高
さ

h
±

1
0

出来形管理基準及び規格値

Ⅰ－106－①

－419－
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
種

測
定

項
目

規
格

値
測

定
基

準
測

定
箇

所
摘

要

1
0

道 路 編

２ 舗 装

５ 排 水 構 造 物 工

９
排
水

性
舗
装

用
路
肩

排
水

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
ヶ

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工
箇
所

に
つ
き

２
ヶ

所
。

な
お

、
従

来
管

理
の

ほ
か

に
「

T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗

装
工
事

編
）

（
案

）
」

の
規

定
に

よ
る
測
点

の
管
理

方
法

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
る
。

10
-
2-
5
-9

工

基
準

高
▽

±
3
0

延
長

Ｌ
－

20
0

１
ヶ

所
／

１
施

工
箇

所
な

お
、

従
来

管
理

の
ほ

か
に

「
T
S
等

光
波

方
式

を
用

い
た

出
来

形
管

理
要

領
（
舗

装
工
事

編
）

（
案

）
」

の
規

定
に

よ
る
測
点

の
管
理

方
法

を
用

い
る

こ
と

が
で

き
る
。

1
0

道 路 編

２ 舗 装

７ 踏 掛 版 工

４
踏
掛

版
工

（
コ

ン
ク
リ

ー
ト
工

）

基
準

高
±

2
0

１
ヶ

所
／

１
踏

掛
版

10
-
2-
7
-4

各
部

の
厚

さ
±

2
0

１
ヶ

所
／

１
踏

掛
版

各
部

の
長

さ
±

3
0

１
ヶ

所
／

１
踏

掛
版

（
ラ

バ
ー
シ

ュ
ー
）

各
部

の
長

さ
±

2
0

全
数

厚
さ

―

（
ア

ン
カ
ー

ボ
ル
ト

）
中

心
の

ず
れ

±
2
0

全
数

ア
ン

カ
ー

長
±

2
0

全
数

1
0

道 路 編

２ 舗 装

９ 標 識 工

４
１

大
型

標
識
工

幅
ｗ

1
，

ｗ
2

－
3
0

基
礎

一
基

毎
10
-
2-
9
-4

（
標

識
基
礎

工
）

高
さ

ｈ
－

3
0

基
準

高
道

路
に

接
す

る
場

合

±
3
0

1
0

道 路 編

２ 舗 装

９ 標 識 工

４
２

大
型

標
識
工

設
置

高
さ

Ｈ
設

計
値

以
上

１
ヶ

所
／

１
基

10
-
2-
9
-4

（
標

識
柱
工

）

出来形管理基準及び規格値
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表
－
２

品
質
管
理
基
準

第
１

一
般
土
木
工
事
の
部

試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

1
セ
メ
ン
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト

(転
圧
コ
ン
ク
リ

ー
ト
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
・
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

吹
付
け
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
除
く
)

材 料
必 須

ア
ル
カ
リ
骨
材
シ
リ
カ

反
応
抑
制
対
策

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策

に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年
11
月
21

日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木

部
長
通
知
）
に
よ
る

同
左

骨
材
試
験
を
行
う
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

１
回
/６

ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試

験

JI
S
A
11
02

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水

率
試
験

JI
S
A
11
09

JI
S
A
11
10

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

絶
乾
密
度
：
2.
5以

上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
5％

以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
0％

以
下

（
砕
砂
・
砕
石
、
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
、
フ
ェ
ロ
ニ
ッ
ケ
ル
ス

ラ
グ
細
骨
材
、
銅
ス
ラ
グ
細
骨
材
の
規
格
値
に
つ
い
て
は
摘

要
を
参
照
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

JI
S
A
50
05
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
砕
石
及
び
砕
砂
）

JI
S
A
50
11
-1
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
－
第
１

部
：
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-2
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
－
第
２

部
：
フ
ェ
ロ
ニ
ッ
ケ
ル
ス
ラ
グ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-3
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
－
第
３

部
：
銅
ス
ラ
グ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-4
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
－
第
４

部
：
電
気
炉
酸
化
ス
ラ
グ
骨
材
）

JI
S
A
50
21
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
再
生
骨
材
H）

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試

験

JI
S
A
11
21

JI
S
A
50
05

砕
石
40
%以

下

砂
利
35
%以

下

舗
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
35
％
以
下

但
し
、
積
雪
寒
冷
地
の
舗
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
は
25
％

以
下

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

た
だ
し
、
砂
利
の
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

JI
S
A
11
03

JI
S
A
50
05

JI
S
A
53
08

粗
骨
材

砕
石

3.
0%
以
下
（
但
し
、
粒
形
判
定
実
績
率
が
58
%以

上

の
場
合
は
5.
0%
以
下
）

ス
ラ
グ
粗
骨
材

5.
0%
以
下

そ
れ
以
外
（
砂
利
等
）

1.
0％

以
下
細
骨
材

砕
砂

9.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を
受
け
る
場

合
は
5.
0％

以
下
）

ス
ラ
グ
細
骨
材

7.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を

受
け
る
場
合
は
5.
0％

以
下
）

そ
れ
以
外
（
砂
等
）

5.
0%
以
下
（
但
し
、
す
り
へ
り
作
用

を
受
け
る
場
合
は
3.
0%
以
下
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

（
山
砂
の
場
合
は
、
工
事
中
１
回
/週

以
上
）

○

－502－ 
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

1
セ
メ
ン
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト

(転
圧
コ
ン
ク
リ

ー
ト
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
・
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

吹
付
け
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
除
く
)

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

JI
S
A
11
05

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮
強
度
が
90
%

以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

濃
い
場
合
は
、
JI
S
A
11
42
「
有
機
不
純
物
を
含

む
細
骨
材
の
モ
ル
タ
ル
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験

方
法
」
に
よ
る
。

○

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度

に
よ
る
砂
の
試
験

JI
S
A
11
42

圧
縮
強
度
の
90
％
以
上

試
料
と
な
る
砂
の
上
部
に
お
け
る
溶
液
の
色
が
標

準
色
液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の

試
験

JI
S
A
11
37

細
骨
材
：
1.
0%
以
下

粗
骨
材
：
0.
25
%以

下

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

る
骨
材
の
安
定
性
試
験

JI
S
A
11
22

JI
S
A
50
05

細
骨
材
：
10
%以

下

粗
骨
材
：
12
%以

下

砂
、
砂
利

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/６

ヶ
月
以
上
及
び
産

地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

砕
砂
、
砕
石

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用

す
る
。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質
が

変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、

上
水
道
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
資
料
に

よ
る
確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質
が

変
わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
１
回
／
日

そ
の
原
水
は
、上

水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

1
セ
メ
ン
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト

(転
圧
コ
ン
ク
リ

ー
ト
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
・
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

吹
付
け
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
除
く
)

製 造 (プ ラ ン ト)

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/６

ヶ
月
以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、印

字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

○

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能

試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ
サ
の
場
合
：

JI
S
A
11
19

JI
S
A
86
03
-1

JI
S
A
86
03
-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合
：

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
モ
ル
タ
ル
量
の
偏
差
率
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
粗
骨
材
量
の
偏
差
率
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7.
5％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
空
気
量
の
偏
差
率
：
10
％
以
下

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
（
ス
ラ
ン
プ
）
の
偏
差
率
：
15
%以

下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

1
工
種
当
り
の
総
使
用
量
が

50
m3

未
満
の
場
合

は
1
工
種

1
回
以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー

ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
S
マ
ー
ク
表

示
認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○

連
続
ミ
キ
サ
の
場
合
：

土
木
学
会
規
準
JS
CE
-I

50
2-
20
13

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
モ
ル
タ
ル
単
位
容
積
質
量
差
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
単
位
粗
骨
材
量
の
差
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
差
：
7.
5％

以
下

空
気
量
差
：
1％

以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3㎝

以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

○

細
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
11

設
計
図
書
に
よ
る

2回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
25

1回
/日

以
上

○

施 工
必 須

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3㎏

/m
3 以

下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が

る
場
合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に

行
い
、
そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の

1/
2以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
3回

と
す

る
）
試
験
の
判
定
は
3回

の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
海
砂
の

塩
化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方
法
」

（
JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま

た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

・
用
心
鉄
筋
等
を
有
さ
な
い
無
筋
構
造
物
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

1
セ
メ
ン
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト

(転
圧
コ
ン
ク
リ

ー
ト
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
・
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

吹
付
け
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
除
く
)

施 工
必 須

単
位
水
量
測
定

「
レ
デ
ィ
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
品
質
確
保
に
つ
い
て
」

1）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3の

範
囲

に
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
施
工
し
て
よ
い
。

2）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3を

超
え

±
20
kg
/m
3の

範
囲
に
あ
る
場
合
は
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
者
に
改
善
を
指
示
し
、
そ
の
運
搬
車

の
生
コ
ン
は
打
設
す
る
。
そ
の
後
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3

以
内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎
に
1回

、
単
位
水

量
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
「
15
kg
/m
3以

内
で
安
定
す
る
ま
で
」
と
は
、
2回

連

続
し
て
15
kg
/m
3以

内
の
値
を
観
測
す
る
こ
と
を
い
う
。

3）
配
合
設
計
±
20
kg
/m
3の

指
示
値
を
越
え
る
場
合
は
、
生

コ
ン
を
打
込
ま
ず
に
、
持
ち
帰
ら
せ
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
業
者
に
改
善
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
後
の
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3以

内
に
な
る
ま

で
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
測
定
値
が
管
理
値
ま
た
は
指
示
値
を
超
え
た
場
合
は

1回
に
限
り
再
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
試
験

を
実
施
し
た
場
合
は
2回

の
測
定
結
果
の
う
ち
、
配
合
設
計

と
の
差
の
絶
対
値
の
小
さ
い
方
で
評
価
し
て
よ
い
。

10
0m
3/
日
以
上
の
場
合
；

2回
/日

（
午
前
１
回
、
午
後
１
回
）
以
上
、
重
要
構

造
物
の
場
合
は
重
要
度
に
応
じ
て
、
10
0m
3～

15
0m
3

ご
と
に
１
回
、
及
び
荷
卸
し
時
に
品
質
変
化
が
認
め

ら
れ
た
と
き
と
し
、
測
定
回
数
は
多
い
方
を
採
用
す

る
。

示
方
配
合
の
単
位
水
量
の
上
限
値
は
、粗

骨
材
の

最
大
寸
法
が
20
mm
～
25
mm
場
合
は
17
5k
g/
m3
、

40
mm
の
場
合
は
16
5k
g/
m3
を
基
本
と
す
る
。

ス
ラ
ン
プ
試
験

JI
S
A
11
01

ス
ラ
ン
プ
5㎝

以
上
8㎝

未
満

：
許
容
差
±
1.
5㎝

ス
ラ
ン
プ
8㎝

以
上
18
㎝
以
下
：
許
容
差
±
2.
5㎝

ス
ラ
ン
プ
2.
5c
m：

許
容
値
±
1.
0㎝

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時

に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。
た
だ
し
、
道
路
橋

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
る
場
合
は
原
則
と
し
て
全
運

搬
車
測
定
を
行
う
。

・
道
路
橋
床
版
の
場
合
、
全
運
搬
車
試
験
を
行
う
が
、

ス
ラ
ン
プ
試
験
の
結
果
が
安
定
し
良
好
な
場
合
は

そ
の
後
ス
ラ
ン
プ
試
験
の
頻
度
に
つ
い
て
監
督
職

員
と
協
議
し
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。

重
要
構
造
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
量
が
20
m3

未
満
の
場
合
は
1回

以
上
の
試
験
。

ま
た
は
、レ

デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示
認
証
工
場
）
の
品
質
証
明

書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮

強
度
試
験

JI
S
A
11
08

1回
の
試
験
結
果
は
指
定
し
た
呼
び
強
度
の
85
％
以
上
で
あ

る
こ
と
。

3回
の
試
験
結
果
の
平
均
値
は
、
指
定
し
た
呼
び
強
度
以
上

で
あ
る
こ
と
。

（
1回

の
試
験
結
果
は
、
3個

の
供
試
体
の
試
験
値
の
平
均

値
）

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
、
又
は
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規

模
に
応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

な
お
、
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
は
打
設
場
所
で
採
取
し
、
1

回
に
つ
き
6個

（
σ
7･
･･
3個

、
σ
28
･･
･3
個
）
と
す

る
。

・
早
強
セ
メ
ン
ト
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
1回

に
つ
き
3個

（
σ
3）

を
追
加
で
採
取
す

る
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。重

要
構
造
物
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
使
用
量
が
20
m3
未
満
の
場
合
は
1回

以

上
の
試
験
。

ま
た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示
認
証
工
場
）
の
品
質
証
明

書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
σ
28
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
試
験
を
行

う
こ
と
。

改
正
前

1）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3の

範
囲

に
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
施
工
し
て
よ
い
。

2）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3を

超
え

±
20
kg
/m
3の

範
囲
に
あ
る
場
合
は
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
者
に
改
善
を
指
示
し
、
そ
の
運
搬
車

の
生
コ
ン
は
打
設
す
る
。
そ
の
後
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3

以
内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎
に
1回

、
単
位
水

量
の
測
定
を
行
う
。

3）
配
合
設
計
±
20
kg
/m
3の

指
示
値
を
越
え
る
場
合
は
、
生

コ
ン
を
打
込
ま
ず
に
、
持
ち
帰
ら
せ
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
業
者
に
改
善
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
後
の
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
い
、
配
合
設
計

±
20
kg
/m
3以

内
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
更
に
、
配
合

設
計
±
15
kg
/m
3以

内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎

に
1回

、
単
位
水
量
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
管
理
値
ま
た
は
指
示
値
を
超
え
る
場
合
は
1回

に
限

り
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
試
験
を
実
施
し
た

い
場
合
は
2回

の
測
定
結
果
の
う
ち
、
配
合
設
計
と
の
差
の

絶
対
値
の
小
さ
い
方
で
評
価
し
て
よ
い
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

１
セ
メ
ン
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト

(
転
圧

コ
ン
ク
リ

ー
ト
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ダ
ム
・
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

吹
付
け
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
除
く
)

施 工 後 試 験

そ の 他

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

JI
S
A
11
07

設
計
基
準
強
度

所
定
の
強
度
を
得
ら
れ
な
い
箇
所
付
近
に
お
い
て
、

原
位
置
の
コ
ア
を
採
取
。

・
コ
ア
採
取
位
置
、
供
試
体
の
抜
き
取
り
寸
法
等

の
決
定
に
際
し
て
は
、設

置
さ
れ
た
鉄
筋
を
損
傷

さ
せ
な
い
よ
う
十
分
な
検
討
を
行
う
。

・
圧
縮
強
度
試
験
の
平
均
強
度
が
所
定
の
強
度
が

得
ら
れ
な
い
場
合
、も

し
く
は
１
カ
所
の
強
度
が

設
計
強
度
の
85
%を

下
回
っ
た
場
合
は
、
監
督
職

員
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

配
筋
状
態
及
び
か
ぶ
り

「
非
破
壊
試
験
に
よ
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
中
の
配
筋
状
態
及
び

か
ぶ
り
測
定
要
領
」
に
よ
る

同
左

同
左

同
左

強
度
測
定

「
微
破
壊
・
非
破
壊
試
験
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
強
度
測

定
要
領
」
に
よ
る

同
左

同
左

同
左

2
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品

(J
IS
Ⅰ
類
)

材 料
必 須

JI
Sマ

ー
ク
確
認
又
は

「
そ
の
他
」
の
試
験
項
目

の
確
認

目
視

(写
真
撮
影
)

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

(角
欠
け
･ひ

び
割
れ
調

査
)

目
視
検
査

(写
真
撮
影
)

有
害
な
角
欠
け
･ひ

び
割
れ
の
無
い
こ
と

全
景

3
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品

(J
IS
Ⅱ
類
)

材 料
必 須

製
品
検
査
結
果

(寸
法
･形

状
･外

観
、
性

能
試
験
)

※
協
議
を
し
た
項
目

JI
S

A
53
63

JI
S

A
53
71

JI
S

A
53
72

JI
S

A
53
73

設
計
図
書
に
よ
る
。

製
造
工
場
の
検
査
ロ
ッ
ト
毎

○

JI
Sマ

ー
ク
確
認
又
は

「
そ
の
他
」
の
試
験
項
目

の
確
認

目
視

(写
真
撮
影
)

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

(角
欠
け
･ひ

び
割
れ
調

査
)

目
視
検
査

(写
真
撮
影
)

有
害
な
角
欠
け
･ひ

び
割
れ
の
無
い
こ
と

全
景

4
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品

(そ
の
他
)

材 料
必 須

セ
メ
ン
ト
の
ア
ル
カ
リ

骨
材
シ
リ
カ
反
応
抑
制

対
策

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に

つ
い
て
(平

成
14
年
7月

31
日
付
け

国
官
技
第
11
2号

、
国
港
環
第
35

号
、
国
空
建
第
78
号
)

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」

(平
成
14
年
7月

31
日
付
け
国
官
技
第
11
2号

、
国
港
環
第
35

号
、
国
空
建
第
78
号
)

1回
/6
ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塩
化

物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3k
g/
m3
以
下

1回
/月

以
上

（
塩
化
物
量
の
多
い
砂
の
場
合
1回

以
上
/週

）

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ス
ラ

ン
プ
試
験
/ス

ラ
ン
プ
フ

ロ
ー
試
験

JI
S

A
11
01

JI
S

A
11
50

製
造
工
場
の
管
理
基
準

1回
/日

以
上

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

4
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品

(そ
の
他
)

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す

る 場 合 は 除 く ）

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

１
回
/月

以
上

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
混
和

材 ･化
学
混
和
材

JI
S
A
62
01

JI
S
A
62
02

JI
S
A
62
04

JI
S
A
62
05

JI
S
A
62
06

JI
S
A
62
07

JI
S
A
62
01
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
）

JI
S
A
62
02
（
膨
張
材
）

JI
S
A
62
04
（
化
学
混
和
剤
）

JI
S
A
62
05
（
防
せ
い
剤
）

JI
S
A
62
06
（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
）

JI
S
A
62
07
（
シ
リ
カ
フ
ュ
ー
ム
）

1回
/月

以
上

た
だ
し
、
JI
S
A
62
02
(膨

張
材
)は

1回
/3
ヶ
月
以

上
、
JI
S

A
62
04
(化

学
混
和
剤
)は

1回
/6
ヶ
月

以
上

試
験
成
績
表
に
よ
る

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：
JI
S
A
53
08
附
属
書

3C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

１
回
/年

以
上
及
び
水
質
が
変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、

上
水
道
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
資
料
に

よ
る
確
認
を
行
う
。

○

必 須

鋼
材

JI
S
G
31
01

JI
S
G
31
09

JI
S
G
31
12

JI
S
G
31
17

JI
S
G
31
37

JI
S
G
35
06

JI
S
G
35
21

JI
S
G
35
32

JI
S
G
35
36

JI
S
G
35
38

JI
S
G
35
51

JI
S
G
43
22

JI
S
G
55
02

JI
S
G
31
01

JI
S
G
31
09

JI
S
G
31
12

JI
S
G
31
17

JI
S
G
31
37

JI
S
G
35
06

JI
S
G
35
21

JI
S
G
35
32

JI
S
G
35
36

JI
S
G
35
38

JI
S
G
35
51

JI
S
G
43
22

JI
S
G
55
02

1回
/月

又
は
入
荷
の
都
度

試
験
成
績
表
に
よ
る
。

○

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

(角
欠
け
･ひ

び
割
れ
調

査
)

目
視
検
査

(写
真
撮
影
)

有
害
な
角
欠
け
･ひ

び
割
れ
の
無
い
こ
と

全
数
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

5
ガ
ス
圧
接

施 工 前 試 験

必 須

外
観
検
査

・
目
視

圧
接
面
の
研
磨
状
況

垂
れ
下
が
り

焼
き
割
れ

等

・
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計
測

（
詳
細
外
観
検
査
）

軸
心
の
偏
心

ふ
く
ら
み

ふ
く
ら
み
の
長
さ

圧
接
部
の
ず
れ

折
れ
曲
が
り

等

熱
間
押
抜
法
以
外
の
場
合

①
軸
心
の
偏
心
が
鉄
筋
径
（
径
の
が
異
な
る
場
合
は
、
細
い

ほ
う
方
の
鉄
筋
）
の
1/
5以

下
。

②
ふ
く
ら
み
は
鉄
筋
径
（
径
の
が
異
な
る
場
合
は
、
細
い
ほ

う
方
の
鉄
筋
）
の
1.
4倍

以
上
。
た
だ
し
、
両
方
又
は
い
ず

れ
か
一
方
の
鉄
筋
が
SD
49
0の

場
合
は
1.
5倍

以
上
。

③
ふ
く
ら
み
の
長
さ
が
鉄
筋
径
（
径
が
異
な
る
場
合
は
、
細

い
方
の
鉄
筋
）
の
1.
1倍

以
上
。
た
だ
し
、
両
方
又
は
い
ず

れ
か
一
方
の
鉄
筋
が
SD
49
0の

場
合
は
1.
2倍

以
上
。

④
ふ
く
ら
み
の
頂
点
と
圧
接
部
の
ず
れ
が
鉄
筋
径
（
径
が
異

な
る
場
合
は
、
細
い
方
の
鉄
筋
）
の
1/
4以

下
。

⑤
折
れ
曲
が
り
の
角
度
が
2゜

以
下
。

⑥
片
ふ
く
ら
み
の
差
が
鉄
筋
径
（
径
が
異
な
る
場
合
は
、
細

い
方
の
鉄
筋
）
の
1/
5以

下
。

⑥
⑦
著
し
い
垂
れ
下
が
り
、
へ
こ
み
、
焼
き
割
れ
が
著
し
く

な
い
。
な
お
、
（
公
社
）
日
本
鉄
筋
継
手
協
会
の
技
量
検
定

試
験
の
判
定
基
準
で
は
、
垂
れ
下
が
り
は
、
6m
m以

下
と
し

て
い
る
。

⑦
⑧
そ
の
他
有
害
と
認
め
ら
れ
る
欠
陥
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

鉄
筋
メ
ー
カ
ー
、
圧
接
作
業
班
、
鉄
筋
径
毎
に
自
動

ガ
ス
圧
接
の
場
合
は
各
2本

、
手
動
ガ
ス
圧
接
及
び

熱
間
押
抜
ガ
ス
圧
接
の
場
合
は
各
53
本
の
モ
デ
ル

供
試
体
を
作
成
し
実
施
す
る
。

・
モ
デ
ル
供
試
体
の
作
成
は
、
実
際
の
作
業
と
同

一
条
件
・
同
一
材
料
で
行
う
。
直
径
19
mm
未
満
の

鉄
筋
に
つ
い
て
手
動
ガ
ス
圧
接
、
、
熱
間
押
抜
ガ

ス
圧
接
を
行
う
場
合
、
監
督
職
員
と
協
議
の
上
、

施
工
前
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(1
)直

径
19
mm
以
上
の
鉄
筋
ま
た
は
SD
49
0以

外

の
鉄
筋
を
圧
接
す
る
場
合

・
手
動
ガ
ス
圧
接
及
び
熱
間
押
抜
ガ
ス
圧
接
を
行

う
場
合
、
材
料
、
施
工
条
件
な
ど
を
特
に
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
施
工
前
試
験
を
行

う
。

・
特
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
は
、
施
工

実
績
の
少
な
い
材
料
を
使
用
す
る
場
合
、過

酷
な

気
象
条
件
・
高
所
な
ど
の
作
業
環
境
下
で
の
施
工

条
件
、圧

接
技
量
資
格
者
の
熟
練
度
な
ど
の
確
認

が
必
要
な
場
合
な
ど
で
あ
る
。

・
自
動
ガ
ス
圧
接
を
行
う
場
合
に
は
、
装
置
が
正

常
で
、か

つ
装
置
の
設
定
条
件
に
誤
り
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
、施

工
前
試
験
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(2
)直

径
19
mm
未
満
の
鉄
筋
ま
た
は
SD
49
0の

鉄

筋
を
圧
接
す
る
場
合

手
動
ガ
ス
圧
接
、
自
動
ガ
ス
圧
接
、
熱
間
押
抜
法

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、施

工
前
試
験
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

熱
間
押
抜
法
の
場
合

①
ふ
く
ら
み
を
押
抜
い
た
後
の
圧
接
面
に
対
応
す
る
位
置

の
割
れ
、
へ
こ
み
が
な
い

②
ふ
く
ら
み
の
長
さ
が
鉄
筋
径
の
1.
1倍

以
上
。
た
だ
し
、

SD
49
0の

場
合
は
1.
2倍

以
上

③
鉄
筋
表
面
に
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
に
よ
る
表
面
不
整
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

④
そ
の
他
有
害
（
著
し
い
折
れ
や
ボ
ル
ト
に
よ
る
締
付
け
傷

等
）
と
認
め
ら
れ
る
欠
陥
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

5
ガ
ス
圧
接

施 工 後 試 験

必 須

外
観
検
査

・
目
視

圧
接
面
の
研
磨
状
況

垂
れ
下
が
り

焼
き
割
れ

等

・
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計
測

（
詳
細
外
観
検
査
）

軸
心
の
偏
心

ふ
く
ら
み

ふ
く
ら
み
の
長
さ

圧
接
部
の
ず
れ

折
れ
曲
が
り

等

熱
間
押
抜
法
以
外
の
場
合

①
軸
心
の
偏
心
が
鉄
筋
径
（
径
の
が
異
な
る
場
合
は
、
細
い

ほ
う
方
の
鉄
筋
）
の
1/
5以

下
。

②
ふ
く
ら
み
は
鉄
筋
径
（
径
の
が
異
な
る
場
合
は
、
細
い
ほ

う
方
の
鉄
筋
）
の
1.
4倍

以
上
。
た
だ
し
、
両
方
又
は
い
ず

れ
か
一
方
の
鉄
筋
が
SD
49
0の

場
合
は
1.
5倍

以
上
。

③
ふ
く
ら
み
の
長
さ
が
鉄
筋
径
（
径
が
異
な
る
場
合
は
、
細

い
方
の
鉄
筋
）
の
1.
1倍

以
上
。
た
だ
し
、
両
方
又
は
い
ず

れ
か
一
方
の
鉄
筋
が
SD
49
0の

場
合
は
1.
2倍

以
上
。

④
ふ
く
ら
み
の
頂
点
と
圧
接
部
の
ず
れ
が
鉄
筋
径
（
径
が
異

な
る
場
合
は
、
細
い
方
の
鉄
筋
）
の
1/
4以

下
。

⑤
折
れ
曲
が
り
の
角
度
が
2゜

以
下
。

⑥
片
ふ
く
ら
み
の
差
が
鉄
筋
径
（
径
が
異
な
る
場
合
は
、
細

い
方
の
鉄
筋
）
の
1/
5以

下
。

⑥
⑦
著
し
い
垂
れ
下
が
り
、
へ
こ
み
、
焼
き
割
れ
が
著
し
く

な
い
。
な
お
（
公
社
）
日
本
鉄
筋
継
手
協
会
の
技
量
検
定
試

験
の
判
定
基
準
で
は
、
垂
れ
下
が
り
は
、
6m
m以

下
と
し
て

い
る
。

⑦
⑧
そ
の
他
有
害
と
認
め
ら
れ
る
欠
陥
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

・
目
視
は
全
数
実
施
す
る
。

・
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
の
み
詳

細
外
観
検
査
を
行
う
。

熱
間
押
抜
法
以
外
の
場
合

・
規
格
値
を
外
れ
た
場
合
は
下
記
に
よ
る
。
い
ず

れ
の
場
合
も
監
督
職
員
の
承
諾
を
得
る
も
の
と

し
、処

置
後
は
外
観
検
査
及
び
超
音
波
探
傷
検
査

を
行
な
う
。

①
は
、
圧
接
部
を
切
り
取
っ
て
再
圧
接
す
る
。

②
③
は
、
再
加
熱
し
、
圧
力
を
加
え
て
所
定
の
ふ

く
ら
み
に
修
正
す
る
。

④
は
、
圧
接
部
を
切
り
取
っ
て
再
圧
接
す
る
。

⑤
は
、
再
加
熱
し
て
修
正
す
る
。

⑥
⑦
は
、
圧
接
部
を
切
り
取
っ
て
再
圧
接
す
る
。

熱
間
押
抜
法
の
場
合

①
ふ
く
ら
み
を
押
抜
い
た
後
の
圧
接
面
に
対
応
す
る
位
置

の
割
れ
、
へ
こ
み
が
な
い

②
ふ
く
ら
み
の
長
さ
が
鉄
筋
径
の
1.
1倍

以
上
。
た
だ
し
、

SD
49
0の

場
合
は
1.
2倍

以
上
。

③
鉄
筋
表
面
に
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
に
よ
る
表
面
不
整
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

④
そ
の
他
有
害
（
著
し
い
折
れ
や
ボ
ル
ト
に
よ
る
締
付
け
傷

等
）
と
認
め
ら
れ
る
欠
陥
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

熱
間
押
抜
法
の
場
合

・
規
格
値
を
外
れ
た
場
合
は
以
下
に
よ
る
。
い
ず

れ
の
場
合
も
監
督
職
員
の
承
諾
を
得
る
。

①
②
③
は
、
再
加
熱
、
再
加
圧
、
押
抜
き
を
行
っ

て
修
正
し
、
修
正
後
外
観
検
査
を
行
う
。

④
は
、
再
加
熱
し
て
修
正
し
、
修
正
後
外
観
検
査

を
行
う
。

超
音
波
探
傷
検
査

JI
S
Z
30
62

・
各
検
査
ロ
ッ
ト
ご
と
に
30
ヶ
所
の
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン

グ
を
行
い
、
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
不
合
格
箇

所
数
が
1ヶ

所
以
下
の
時
は
ロ
ッ
ト
を
合
格
と
し
、
2ヶ

所
以

上
の
と
き
は
ロ
ッ
ト
を
不
合
格
と
す
る
。

た
だ
し
、
合
否
判
定
レ
ベ
ル
は
基
準
レ
ベ
ル
よ
り

-2
4d
b感

度
を
高
め
た
レ
ベ
ル
と
す
る
。

超
音
波
探
傷
検
査
は
抜
取
検
査
を
原
則
と
す
る
。

抜
取
検
査
の
場
合
は
、
各
ロ
ッ
ト
の
30
ヶ
所
と
し
、

1ロ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
20
0ヶ

所
程
度
を
標
準
と
す

る
。

た
だ
し
、
1作

業
班
が
1日

に
施
工
し
た
箇
所

を
1ロ

ッ
ト
と
し
、
自
動
と
手
動
は
別
ロ
ッ
ト
と
す

る
。

規
格
値
を
外
れ
た
場
合
は
、
以
下
に
よ
る
。

・
不
合
格
ロ
ッ
ト
の
全
数
に
つ
い
て
超
音
波
深
傷

検
査
を
実
施
し
、そ

の
結
果
不
合
格
と
な
っ
た
箇

所
は
、
監
督
職
員
の
承
認
を
得
て
、
圧
接
部
を
切

り
取
っ
て
再
圧
接
し
、外

観
検
査
及
び
超
音
波
探

傷
検
査
を
行
う
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

12
転
圧
コ
ン
ク

リ
ー
ト

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

JI
S
A
11
05

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮
強
度
が
90
%

以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

工
事
開
始
前
、
材
料
の
変
更
時

濃
い
場
合
は
、
JI
S
11
42
「
有
機
不
純
物
を
含
む

細
骨
材
の
モ
ル
タ
ル
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験
方

法
」
に
よ
る
。

○

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度

に
よ
る
砂
の
試
験

JI
S
A
11
42

圧
縮
強
度
の
90
％
以
上

試
料
と
な
る
砂
の
上
部
に
お
け
る
溶
液
の
色
が
標

準
色
液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の

試
験

JI
S
A
11
37

細
骨
材
：
1.
0%
以
下

粗
骨
材
：
0.
25
%以

下

工
事
開
始
前
、
材
料
の
変
更
時

観
察
で
問
題
な
け
れ
ば
省
略
で
き
る
。

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

る
骨
材
の
安
定
性
試
験

JI
S
A
11
22

JI
S
A
50
05

細
骨
材
：
10
%以

下

粗
骨
材
：
12
%以

下

工
事
開
始
前
、
材
料
の
変
更
時

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用

す
る
。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
1回

/月
以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
1回

/月
以
上

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
付
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
1回

/年
以
上
及
び
水
質
が
変

わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、上

水
道
を
使
用
し
て
る
こ
と
を
示
す
資
料
に
よ
る

確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
1回

/年
以
上
及
び
水
質
が
変

わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
1回

/日

そ
の
原
水
は
上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○

製 造 (プ ラ ン ト)

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

工
事
開
始
前
、
工
事
中
1回

/6
ヶ
月
以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、印

字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

○

－524－ 

別紙49



試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

18
補
強
土
壁
工

施 工
必 須

ま
た
は
、

「
RI
計
器
を
用
い
た
盛
土
の
締
固

め
管
理
要
領
（
案
）
」

次
の
密
度
へ
の
締
固
め
が
可
能
な
範
囲
の
含
水
比
に
お
い

て
、
1管

理
単
位
の
現
場
乾
燥
密
度
の
平
均
値
が
最
大
乾
燥

密
度
の
97
%異

常
(締

固
め
試
験
(J
IS

A
12
10
)A
･B
法
)も

し

く
は
92
%以

上
(締

固
め
試
験
(J
IS

A
12
10
)C
･D
･E
法
)。

た
だ
し
、
JI
S
A
12
10

C･
D･
E法

で
の
管
理
は
、
標
準
の
施

工
仕
様
よ
り
も
締
固
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
な
転
圧
方
法

(例
え
ば
、
標
準
よ
り
も
転
圧
力
の
大
き
な
機
械
を
使
用
す

る
場
合
や
1層

あ
た
り
の
仕
上
が
り
厚
を
薄
く
す
る
場
合
)

に
適
用
す
る
。

ま
た
は
、
設
計
図
書
に
よ
る
。

盛
土
を
管
理
す
る
単
位
(以

下
「
管
理
単
位
」
に
分

割
し
て
管
理
単
位
ご
と
に
管
理
を
行
う
も
の
と
す

る
。

路
体
・
路
床
と
も
、
1日

の
1層

あ
た
り
の
施
工
面
積

を
基
準
と
す
る
。
管
理
単
位
の
面
積
は
1,
50
0m
2を

標
準
と
し
、
1日

の
施
工
面
積
が
2,
00
0m
2以

上
の
場

合
、
そ
の
施
工
面
積
を
2管

理
単
位
以
上
に
分
割
す

る
も
の
と
す
る
。
1管

理
単
位
あ
た
り
の
測
定
点
数

の
目
安
を
下
表
に
示
す
。

・
50
0m
2未

満
：
5点

・
50
0m
2以

上
10
00
m2
未
満
：
10
点

・
10
00
m2
以
上
20
00
m2
未
満
：
15
点

・
最
大
粒
径
＜
10
0㎜

の
場
合
に
適
用
す
る
。

・
左
記
の
規
格
値
を
満
た
し
て
い
て
も
、
規
格
値

を
著
し
く
下
回
っ
て
い
る
点
が
存
在
し
た
場
合

は
、
監
督
職
員
と
協
議
の
上
で
、
（
再
）
転
圧
を

行
う
も
の
と
す
る
。

・
橋
台
背
面
ア
プ
ロ
ー
チ
部
に
お
け
る
規
格
値

は
、
下
記
の
通
り
と
す
る
。

(締
固
め
試
験
(J
IS

A
12
10
)C
･D
･E
法
)

【
一
般
の
橋
台
背
面
】

平
均
92
%以

上
、
か
つ
最
小
90
%以

上

【
ｲﾝ
ﾃｸ
ﾞﾗ
ﾙｱ
ﾊﾞ
ｯﾄ
構
造
の
橋
台
背
面
】

平
均
97
%以

上
、
か
つ
最
小
95
%以

上

ま
た
は
、

「
Ｔ
Ｓ
・
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
盛

土
の
締
固
め
管
理
要
領
」
に
よ
る

施
工
範
囲
を
小
分
割
し
た
管
理
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
て
が
規
定

回
数
だ
け
締
固
め
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
路

肩
か
ら
1m
以
内
と
締
固
め
機
械
が
近
寄
れ
な
い
構
造
物
周

辺
は
除
く
。

１
．
盛
土
を
管
理
す
る
単
位
（
以
下
「
管
理
単
位
」
）

に
分
割
し
て
管
理
単
位
毎
に
管
理
を
行
う
。

２
．
管
理
単
位
は
築
堤
、
路
体
路
床
と
も
1日

の
1

層
当
た
り
の
施
工
面
積
は
1,
50
0ｍ

2を
標
準
と
す

る
。

ま
た
、
1日

の
施
工
面
積
が
2,
00
0ｍ

2以
上
の
場
合
、

そ
の
施
工
面
積
を
2管

理
単
位
以
上
に
分
割
す
る
も

の
と
す
る
。

３
．
1日

の
施
工
が
複
数
層
に
及
ぶ
場
合
で
も
1管

理

単
位
を
複
数
層
に
ま
た
が
ら
せ
る
こ
と
は
し
な
い

も
の
と
す
る
。

４
．
土
取
り
場
の
状
況
や
土
質
状
況
が
変
わ
る
場
合

に
は
、
新
規
の
管
理
単
位
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と

す
る
。

19
吹
付
工

材 料
必 須

ア
ル
カ
リ
骨
材
シ
リ
カ

反
応
抑
制
対
策

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策

に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年
11
月
21

日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木

部
長
通
知
）
に
よ
る
」

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年

11
月
21
日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木
部
長
通
知
）
に
よ

る
」

骨
材
試
験
を
行
う
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

1回
/6
ヶ
月
以
上
お
よ
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

19
吹
付
工

材 料

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使

用 す る 場 合 は 除 く ）

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
付
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
お
よ
び
水
質

が
変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、上

水
道
を
使
用
し
て
る
こ
と
を
示
す
資
料
に
よ
る

確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
お
よ
び
水
質

が
変
わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
1回

／
日

そ
の
原
水
は
、上

水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク

リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

必 須

細
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
11

設
計
図
書
に
よ
る

2回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
25

設
計
図
書
に
よ
る

1回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/６

ヶ
月
以
上

・
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、

印
字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

・
急
結
剤
は
適
用
外

○

(次
項
に
続
く
)

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能

試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ
サ
の
場
合
：

JI
S
A
11
19

JI
S
A
86
03
-1

JI
S
A
86
03
-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
ﾓﾙ
ﾀﾙ
量
の
偏
差
率
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
粗
骨
材
量
の
偏
差
率
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7.
5％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
空
気
量
の
偏
差
率
：
10
％
以
下

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
(ス

ラ
ン
プ
)の

偏
差
率
：
15
％
以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

19
吹
付
工

連
続
ミ
キ
サ
の
場
合
：

土
木
学
会
規
準
JS
CE
-I

50
2-
20
13

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
ﾓﾙ
ﾀﾙ
単
位
容
積
質
量
差
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
単
位
粗
骨
材
量
の
差
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
差
：
7.
5％

以
下

空
気
量
差
：
1％

以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3㎝

以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

施 工
そ の 他

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3㎏

/m
3 以

下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が

る
場
合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に

行
い
、
そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の

1/
2以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
3回

と
す

る
）
試
験
の
判
定
は
3回

の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
、ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
海
砂
の

塩
化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方
法
」

（
JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま
た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

・
用
心
鉄
筋
等
を
有
さ
な
い
無
筋
構
造
物
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。

ス
ラ
ン
プ
試
験

（
モ
ル
タ
ル
除
く
）

JI
S
A
11
01

ス
ラ
ン
プ
5c
m以

上
8c
m未

満
：
許
容
差
±
1.
5c
m

ス
ラ
ン
プ
8c
m以

上
18
cm
以
下
：
許
容
差
±
2.
5c
m

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時

に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
、ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
S表

示
認
証
工

場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

重
要
構
造
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
量
が
20
m3

未
満
の
場
合
は
1回

以
上
の
試
験
。

必 須

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮

強
度
試
験

JI
S
A
11
07

JI
S
A
11
08

土
木
学
会
規
準
JS
CE

F5
61
-2
01
3

3本
の
強
度
の
平
均
値
が
材
令
28
日
で
設
計
強
度
以
上
と
す

る
。

吹
付
1日

に
つ
き
1回

行
う
。

な
お
、
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
は
現
場
に
配
置
さ
れ
た
型
枠

に
工
事
で
使
用
す
る
の
と
同
じ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
モ

ル
タ
ル
）
を
吹
付
け
、
現
場
で
28
日
養
生
し
、
直
径

50
㎜
の
コ
ア
を
切
取
り
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
。
原

則
と
し
て
1回

に
3本

と
す
る
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。重

要
構
造
物
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
使
用
量
が
20
m3
未
満
の
場
合
は
1回

以

上
の
試
験
。

ま
た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示
認
証
工
場
）
の
品
質
証
明

書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
σ
28
に
つ

い
て
は
、高

知
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
技

術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
試
験
を
行
う
こ
と
。

そ の 他

空
気
量
測
定

JI
S
A
11
16

JI
S
A
11
18

JI
S
A
11
28

±
1.
5%
（
許
容
差
）

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て

20
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時
に
品
質
変

化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。重

要
構
造
物
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
使
用
量
が
20
m3
未
満
の
場
合
は
1回

以

上
の
試
験
。

ま
た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示
認
証
工
場
）
の
品
質
証
明

書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

JI
S
A
11
07

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

20
現
場
吹
付
法

枠
工

材 料
必 須

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
骨
材

反
応
抑
制
対
策

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策

に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年
11
月
21

日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木

部
長
）
に
よ
る
」

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年

11
月
21
日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木
部
長
）
に
よ
る

骨
材
試
験
を
行
う
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

１
回
/６

ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試

験

JI
S
A
11
02

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
お
よ
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水

率
試
験

JI
S
A
11
09

JI
S
A
11
10

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

絶
乾
密
度
：
2.
5以

上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
5％

以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
0％

以
下

（
砕
砂
・
砕
石
、
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
、
フ
ェ
ロ
ニ
ッ
ケ
ル
ス

ラ
グ
細
骨
材
、
銅
ス
ラ
グ
細
骨
材
の
規
格
値
に
つ
い
て
は
摘

要
を
参
照
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
お
よ
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

JI
S
A
50
05
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
砕
砂
及
び
砕
石
）

JI
S
A
50
11
-1
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

1部
：

高
炉
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-2
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

2部
：

ﾌｪ
ﾛﾆ
ｯｹ
ﾙｽ
ﾗｸ
ﾞ骨

材
）

JI
S
A
50
11
-3
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

3部
：

銅
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-4
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

4部
：

電
気
炉
酸
化
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
21
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
再
生
骨
材
H）

○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

JI
S
A
11
03

JI
S
A
50
05

JI
S
A
53
08

粗
骨
材

砕
石

3.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
粒
形
判
定
実
績
率
が
58
%以

上
の
場
合
は
5.
0%
以
下
）

ス
ラ
グ
粗
骨
材

5.
0%
以
下

そ
れ
以
外
（
砂
利
等
）
1.
0％

以
下

細
骨
材

砕
石

9･
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を
受
け
る
場

合
は
5.
0％

以
下
）

ス
ラ
グ
細
骨
材

7.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を

受
け
る
場
合
は
5.
0%
以
下
）

そ
れ
以
外
（
砂
等
）

5.
0％

以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り

作
用
を
受
け
る
場
合
は
3.
0％

以
下
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

（
山
砂
の
場
合
は
、
工
事
中
１
回
／
週
以
上
）

○

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

JI
S
A
11
05

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮
強
度
が
90
%

以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

濃
い
場
合
は
、
JI
S
A
11
42
「
有
機
不
純
物
を
含

む
細
骨
材
の
モ
ル
タ
ル
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験

方
法
」
に
よ
る
。

○

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度

に
よ
る
砂
の
試
験

JI
S
A
11
42

圧
縮
強
度
の
90
％
以
上

試
料
と
な
る
砂
の
上
部
に
お
け
る
溶
液
の
色
が
標

準
色
液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の

試
験

JI
S
A
11
37

細
骨
材
：
1.
0%
以
下

粗
骨
材
：
0.
25
%以

下

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

20
現
場
吹
付
法

枠
工

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

る
骨
材
の
安
定
性
試
験

JI
S
A
11
22

JI
S
A
50
05

細
骨
材
：
10
%以

下

粗
骨
材
：
12
%以

下

砂
、
砂
利
：

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/6
ヶ
月
以
上
及
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

砕
砂
、
砕
石
：

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用

す
る
。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
付
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質
が

変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、上

水
道
を
使
用
し
て
る
こ
と
を
示
す
資
料
に
よ
る

確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質
が

変
わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
1回

／
日

・
そ
の
原
水
は
上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○

製 造 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク

ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

必 須

細
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
11

設
計
図
書
に
よ
る

２
回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
25

設
計
図
書
に
よ
る

1回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/６

ヶ
月
以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、印

字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

20
現
場
吹
付
法

枠
工

製 造 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク

ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

そ の 他

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能

試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ
サ
の
場
合
：

JI
S
A
11
19

JI
S
A
86
03
-1

JI
S
A
86
03
-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
モ
ル
タ
ル
量
の
偏
差
率
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
粗
骨
材
量
の
偏
差
率
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7.
5％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
空
気
量
の
偏
差
率
：
10
％
以
下

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
（
ス
ラ
ン
プ
）
の
偏
差
率
：
15
％
以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○

連
続
ミ
キ
サ
の
場
合
：

土
木
学
会
規
準
JS
CE
-I

50
2-
20
13

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
モ
ル
タ
ル
単
位
容
積
質
量
差
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
単
位
粗
骨
材
量
の
差
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
差
：
7.
5％

以
下

空
気
量
差
：
1％

以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3㎝

以
下

○

施 工
そ の 他

ス
ラ
ン
プ
試
験

（
モ
ル
タ
ル
除
く
）

JI
S
A
11
01

ス
ラ
ン
プ
5㎝

以
上
8㎝

未
満

：
許
容
差
±
1.
5㎝

ス
ラ
ン
プ
8㎝

以
上
18
㎝
以
下
：
許
容
差
±
2.
5㎝

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時

に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

必 須

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮

強
度
試
験

JI
S
A
11
07

JI
S
A
11
08

土
木
学
会
規
準
JS
CE

F5
61
-2
01
3

設
計
図
書
に
よ
る

1回
6本

吹
付
1日

に
つ
き
1回

行
う
。

な
お
、
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
は
現
場
に
配
置
さ
れ
た
型
枠

に
工
事
で
使
用
す
る
の
と
同
じ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
モ

ル
タ
ル
）
を
吹
付
け
、
現
場
で
7日

間
お
よ
び
28
日

間
放
置
後
、
φ
5㎝

の
コ
ア
ー
を
切
り
取
り
キ
ャ
ッ

ピ
ン
グ
を
行
う
。
1回

に
6本

（
σ
7…

3本
、
σ
28

…
3本

、
）
と
す
る
。

・
参
考
値
：
18
N/
mm
2以

上
（
材
令
28
日
）

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
・
σ
28
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
試
験
を
行
う
こ
と
。

そ の 他

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3㎏

/m
3 以

下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が

る
場
合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に

行
い
、
そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の

1/
2以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
3回

と
す

る
）
試
験
の
判
定
は
3回

の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
海
砂
の

塩
化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方

法
」（

JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま
た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

空
気
量
測
定

JI
S
A
11
16

JI
S
A
11
18

JI
S
A
11
28

±
1.
5%
（
許
容
差
）

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時

に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

－538－ 

別紙55



試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

26
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

必 須

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
骨
材

反
応
抑
制
対
策

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策

に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年
11
月
21

日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木

部
長
通
知
）
に
よ
る
」

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年

11
月
21
日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木
部
長
通
知
）
に
よ

る
」

骨
材
試
験
を
行
う
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

１
回
/６

ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

そ の 他

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水

率
試
験

JI
S
A
11
09

JI
S
A
11
10

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

絶
乾
密
度
：
2.
5以

上

吸
水
率
：
[2
01
3年

制
定
]コ

ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
ダ
ム

コ
ン
ク
リ
ー
ト
編
に
よ
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
お
よ
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

JI
S
A
50
05
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
砕
砂
及
び
砕
石
）

JI
S
A
50
11
-1
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

1部
：

高
炉
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-2
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

2部
：

ﾌｪ
ﾛﾆ
ｯｹ
ﾙｽ
ﾗｸ
ﾞ骨

材
）

JI
S
A
50
11
-3
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

3部
：

銅
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-4
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

4部
：

電
気
炉
酸
化
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
21
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
再
生
骨
材
H）

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試

験

JI
S
A
11
02

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
21

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
お
よ
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

JI
S
A
11
05

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮
強
度
が
90
%

以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

濃
い
場
合
は
、
JI
S
11
42
「
有
機
不
純
物
を
含
む

細
骨
材
の
モ
ル
タ
ル
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験
方

法
」
に
よ
る
。

○

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度

に
よ
る
砂
の
試
験

JI
S
A
11
42

圧
縮
強
度
の
90
％
以
上

試
料
と
な
る
砂
の
上
部
に
お
け
る
溶
液
の
色
が
標

準
色
液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

26
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

JI
S
A
11
03

粗
骨
材
：
1.
0％

以
下
。
た
だ
し
、
砕
石
の
場
合
、
微
粒
分

量
試
験
で
失
わ
れ
る
も
の
が
砕
石
粉
の
と
き
は
、
3.
0%
以

下
。

細
骨
材
：

・
7.
0%
以
下
、
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を
受
け
る
場
合
は

3.
0%
以
下

・
砕
砂
の
場
合
、
微
粒
分
量
試
験
で
失
わ
れ
る
も
の
が
砕
石

粉
で
あ
っ
て
、
粘
土
、
シ
ル
ト
な
ど
を
含
ま
な
い
と
き
に
は

9.
0%
以
下
。
た
だ
し
、
同
様
の
場
合
で
、
す
り
へ
り
作
用
を

受
け
る
場
合
5.
0％

以
下
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

（
山
砂
の
場
合
は
、
工
事
中
１
回
/週

以
上
）

○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の

試
験

JI
S
A
11
37

細
骨
材
：
1.
0%
以
下

粗
骨
材
：
0.
25
%以

下

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

る
骨
材
の
安
定
性
試
験

JI
S
A
11
22

JI
S
A
50
05

細
骨
材
：
10
%以

下

粗
骨
材
：
12
%以

下

砂
、
砂
利
：

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/6
ヶ
月
以
上
及
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

砕
砂
、
砕
石
：

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用

す
る
。

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試

験

JI
S
A
11
21

40
%以

下
工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
付
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質

が
変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、上

水
道
を
使
用
し
て
る
こ
と
を
示
す
資
料
に
よ
る

確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質

が
変
わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
1回

／
日

そ
の
原
水
は
、上

水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

26
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合

は 除 く ）

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

設
計
図
書
に
よ
る
。

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、印

字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

○

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能

試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ
サ
の
場
合
：

JI
S
A
11
19

JI
S
A
86
03
-1

JI
S
A
86
03
-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
モ
ル
タ
ル
量
の
偏
差
率
:0
.8
%以

下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
粗
骨
材
量
の
偏
差
率

:5
%以

下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7.
5％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
空
気
量
の
偏
差
率
：
10
%以

下

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
(ス

ラ
ン
プ
)の

偏
差
率
：
15
%以

下

工
事
開
始
前
お
よ
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

○

連
続
ミ
キ
サ
の
場
合
：

土
木
学
会
規
準
JS
CE
-I

50
2-
20
13

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
モ
ル
タ
ル
単
位
容
積
質
量
差
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
単
位
粗
骨
材
量
の
差
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
差
：
7.
5％

以
下

空
気
量
差
：
1％

以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3㎝

以
下

工
事
開
始
前
お
よ
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

○

細
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
11

設
計
図
書
に
よ
る

２
回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
25

設
計
図
書
に
よ
る

１
回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

施 工
必 須

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3㎏

/m
3 以

下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が

る
場
合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に

行
い
、
そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の

1/
2以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
3回

と
す

る
）
試
験
の
判
定
は
3回

の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、

「
海
砂
の
塩
化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方
法
」

（
JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま
た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

26
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム

単
位
水
量
測
定

「
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
品
質
確
保
に
つ
い
て
」

1）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3の

範
囲

に
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
施
工
し
て
よ
い
。

2）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
を
超
え
±

20
kg
/m
3の

範
囲
に
あ
る
場
合
は
、
水
量
変
動
の
原
因
を
調

査
し
、
生
コ
ン
製
造
者
に
改
善
を
指
示
し
、
そ
の
運
搬
車
の

生
コ
ン
は
打
設
す
る
。
そ
の
後
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3以

内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎
に
1回

、
単
位
水
量

の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
15
kg
/m
3以

内
で
安
定
す
る
ま
で
」
と
は
、
2回

連
続

し
て
15
kg
/m
3以

内
の
値
を
観
測
す
る
こ
と
を
い
う
。

3）
配
合
設
計
±
20
kg
/m
3の

指
示
値
を
越
え
る
場
合
は
、
生

コ
ン
を
打
込
ま
ず
に
、
持
ち
帰
ら
せ
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
業
者
に
改
善
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
後
の
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
い
、
配
合
設
計

±
20
kg
/m
3以

内
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
更
に
、
配
合

設
計
±
15
kg
/m
3以

内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎

に
1回

、
単
位
水
量
の
測
定
を
行
う
。
そ
の
後
の
配
合
設
計

±
15
kg
/m
3以

内
に
な
る
ま
で
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
測
定
値
が
管
理
値
ま
た
は
指
示
値
を
超
え
る
た
場
合

は
1回

に
限
り
再
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
試

験
を
実
施
し
た
い
場
合
は
2回

の
測
定
結
果
の
う
ち
、
配
合

設
計
と
の
差
の
絶
対
値
の
小
さ
い
方
で
評
価
し
て
よ
い
。

10
0m
3/
日
以
上
の
場
合
；

2回
/日

（
午
前
１
回
、
午
後
１
回
）
以
上
、
重
要
構

造
物
の
場
合
は
重
要
度
に
応
じ
て
10
0m
3～

15
0m
3

ご
と
に
１
回
、
及
び
荷
卸
し
時
に
品
質
変
化
が
認
め

ら
れ
た
と
き
と
し
、
測
定
回
数
は
多
い
方
を
採
用
す

る
。

示
方
配
合
の
単
位
水
量
の
上
限
値
は
、粗

骨
材
の

最
大
寸
法
が
20
mm
～
25
mm
の
場
合
は
17
5k
g/
m3
、

40
mm
の
場
合
は
16
5k
g/
m3
を
基
本
と
す
る
。

ス
ラ
ン
プ
試
験

JI
S
A
11
01

ス
ラ
ン
プ
5㎝

以
上
8㎝

未
満

：
許
容
差
±
1.
5㎝

ス
ラ
ン
プ
8㎝

以
上
18
㎝
以
下
：
許
容
差
±
2.
5㎝

・
荷
卸
し
時

・
１
回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規

模
に
応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
１
回
、
及
び
荷

卸
し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

空
気
量
測
定

JI
S
A
11
16

JI
S
A
11
18

JI
S
A
11
28

±
1.
5%
（
許
容
差
）

・
荷
卸
し
時

・
１
回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規

模
に
応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
１
回
、
お
よ
び

荷
卸
し
時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場
合

は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。ま

た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ

ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示

認
証
工
場
）の

品
質
証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

27
覆
工
コ
ン
ク

リ
ー
ト
(N
AT
M)

材 料 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

必 須

ア
ル
カ
リ
骨
材
シ
リ
カ

反
応
抑
制
対
策

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策

に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年
11
月
21

日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木

部
長
通
知
）
に
よ
る
」

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年

11
月
21
日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木
部
長
通
知
）
に
よ

る

骨
材
試
験
を
行
う
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

１
回
/６

ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

そ の 他

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試

験

JI
S
A
11
02

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

設
計
図
書
に
よ
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
お
よ
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水

率
試
験

JI
S
A
11
09

JI
S
A
11
10

JI
S
A
50
05

JI
S
A
50
11
-1
～
4

JI
S
A
50
21

絶
乾
密
度
：
2.
5以

上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
5％

以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
0％

以
下

（
砕
砂
・
砕
石
、
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
、
フ
ェ
ロ
ニ
ッ
ケ
ル
ス

ラ
グ
細
骨
材
、
銅
ス
ラ
グ
細
骨
材
の
規
格
値
に
つ
い
て
は
適

用
を
参
照
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

JI
S
A
50
05
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
砕
砂
及
び
砕
石
）

JI
S
A
50
11
-1
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

1部
：

高
炉
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-2
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

2部
：

ﾌｪ
ﾛﾆ
ｯｹ
ﾙｽ
ﾗｸ
ﾞ骨

材
）

JI
S
A
50
11
-3
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

3部
：

銅
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
11
-4
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
-第

4部
：

電
気
炉
酸
化
ｽﾗ
ｸﾞ
骨
材
）

JI
S
A
50
21
（
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
用
再
生
骨
材
H）

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試

験

JI
S
A
11
21

JI
S
A
50
05

砕
石

40
%以

下

砂
利

35
％
以
下

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。
た
だ
し
、
砂
利
の
場
合
は
、
工
事

開
始
前
、
工
事
中
1回

/月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ

た
場
合
。

○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

JI
S
A
11
03

JI
S
A
50
05

JI
S
A
53
08

粗
骨
材

砕
石

3.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
粒
形
判
定
実
績
率
が
58
%以

上
の
場
合
は
5.
0%
以
下
）

ス
ラ
グ
粗
骨
材
：
5.
0%
以
下

そ
れ
以
外
（
砂
利
等
）
1.
0％

以
下

細
骨
材

砕
砂

9.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を
受
け
る
場

合
は
5.
0％

以
下
）

ス
ラ
グ
細
骨
材

7.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を

受
け
る
場
合
5.
0％

以
下
）

そ
れ
以
外
（
砂
等
）
5.
0％

以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作

用
を
受
け
る
場
合
は
3.
0%
以
下
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

（
山
砂
の
場
合
は
、
工
事
中
１
回
/週

以
上
）

○

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

JI
S
A
11
05

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮
強
度
が
90
%

以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

濃
い
場
合
は
、
JI
S
11
42
「
有
機
不
純
物
を
含
む

細
骨
材
の
モ
ル
タ
ル
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験
方

法
」
に
よ
る
。

○

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度

に
よ
る
砂
の
試
験

JI
S
A
11
42

圧
縮
強
度
の
90
％
以
上

試
料
と
な
る
砂
の
上
部
に
お
け
る
溶
液
の
色
が
標

準
色
液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○

－552－ 
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認
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覆
工
コ
ン
ク

リ
ー
ト
(N
AT
M)

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の

試
験

JI
S
A
11
37

細
骨
材
：
1.
0%
以
下

粗
骨
材
：
0.
25
%以

下

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

る
骨
材
の
安
定
性
試
験

JI
S
A
11
22

JI
S
A
50
05

細
骨
材
：
10
%以

下

粗
骨
材
：
12
%以

下

砂
、
砂
利
：

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/6
ヶ
月
以
上
及
び
産
地

が
変
わ
っ
た
場
合
。

砕
砂
、
砕
石
：

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
産
地
が

変
わ
っ
た
場
合
。

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用

す
る
。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
付
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
及
び
水
質

が
変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、上

水
道
を
使
用
し
て
る
こ
と
を
示
す
資
料
に
よ
る

確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
お
よ
び
水

質
が
変
わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
1回

／
日

そ
の
原
水
は
、上

水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ

た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用

す る 場 合 は 除 く ）

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/６

ヶ
月
以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、印

字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

○

－553－ 
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認
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覆
工
コ
ン
ク

リ
ー
ト
(N
AT
M)

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能

試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ
サ
の
場
合
：

JI
S
A
11
19

JI
S
A
86
03
-1

JI
S
A
86
03
-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
モ
ル
タ
ル
量
の
偏
差
率
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
粗
骨
材
量
の
偏
差
率
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7.
5％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
空
気
量
の
偏
差
率
：
10
％
以
下

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
(ス

ラ
ン
プ
)の

偏
差
率
：
15
％
以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

○

連
続
ミ
キ
サ
の
場
合
：

土
木
学
会
規
準
JS
CE
-I

50
2-
20
13

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
モ
ル
タ
ル
単
位
容
積
質
量
差
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
単
位
粗
骨
材
量
の
差
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
差
：
7.
5％

以
下

空
気
量
差
：
1％

以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3㎝

以
下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

○

細
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
11

設
計
図
書
に
よ
る

2回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
25

設
計
図
書
に
よ
る

1回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

施 工
必 須

ス
ラ
ン
プ
試
験

JI
S
A
11
01

ス
ラ
ン
プ
5㎝

以
上
8㎝

未
満

：
許
容
差
±
1.
5㎝

ス
ラ
ン
プ
8㎝

以
上
18
㎝
以
下
：
許
容
差
±
2.
5㎝

・
荷
卸
し
時

1回
／
日
以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模

に
応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し

時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

単
位
水
量
測
定

「
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
品
質
確
保
に
つ
い
て
」

1）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3の

範
囲

に
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
施
工
し
て
よ
い
。

2）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3を

超
え

±
20
kg
/m
3の

範
囲
に
あ
る
場
合
は
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
者
に
改
善
を
指
示
し
、
そ
の
運
搬
車

の
生
コ
ン
は
打
設
す
る
。
そ
の
後
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3

以
内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎
に
1回

、
単
位
水

量
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
「
15
kg
/m
3以

内
で
安
定
す
る
ま
で
」
と
は
、
2回

連

続
し
て
15
kg
/m
3以

内
の
値
を
観
測
す
る
こ
と
を
い
う
。

3）
配
合
設
計
±
20
kg
/m
3の

指
示
値
を
越
え
る
場
合
は
、
生

コ
ン
を
打
込
ま
ず
に
、
持
ち
帰
ら
せ
、
水
量
変
動
の
原
因
を

調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
業
者
に
改
善
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
後
の
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3以

内
に
な
る
ま

で
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、測

定
値
が
管
理
値
ま
た
は
指
示
値
を
超
え
た
場
合
は

1回
に
限
り
再
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
試
験

を
実
施
し
た
場
合
は
2回

の
測
定
結
果
の
う
ち
、
配
合
設
計

と
の
差
の
絶
対
値
の
小
さ
い
方
で
評
価
し
て
よ
い
。

10
0m
3/
日
以
上
の
場
合
；
2回

/日
（
午
前
１
回
、
午

後
１
回
）
以
上
、
重
要
構
造
物
の
場
合
は
重
要
度
に

応
じ
て
10
0m
3～

15
0m
3ご

と
に
１
回
、
及
び
荷
卸
し

時
に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
と
き
と
し
、
測
定
回

数
は
多
い
方
を
採
用
す
る
。

示
方
配
合
の
単
位
水
量
の
上
限
値
は
、粗

骨
材
の

最
大
寸
法
が
20
mm
～
25
mm
の
場
合
は
17
5k
g/
m3
、

40
mm
の
場
合
は
16
5k
g/
m3
を
基
本
と
す
る
。

改
正
前

1）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3の

範
囲
に
あ
る
場
合
は
そ

の
ま
ま
施
工
し
て
よ
い
。

2）
測
定
し
た
単
位
水
量
が
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3を

超
え
±
20
kg
/m
3の

範
囲

に
あ
る
場
合
は
、
水
量
変
動
の
原
因
を
調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
者
に
改
善
を
指

示
し
、
そ
の
運
搬
車
の
生
コ
ン
は
打
設
す
る
。
そ
の
後
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3

以
内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎
に
1回

、
単
位
水
量
の
測
定
を
行
う
。

3）
配
合
設
計
±
20
kg
/m
3の

指
示
値
を
越
え
る
場
合
は
、
生
コ
ン
を
打
込
ま
ず

に
、
持
ち
帰
ら
せ
、
水
量
変
動
の
原
因
を
調
査
し
、
生
コ
ン
製
造
業
者
に
改
善

を
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
の
全
運
搬
車
の
測
定
を
行
い
、
配
合

設
計
±
20
kg
/m
3以

内
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
更
に
、
配
合
設
計
±
15
kg
/m
3

以
内
で
安
定
す
る
ま
で
、
運
搬
車
の
3台

毎
に
1回

、
単
位
水
量
の
測
定
を
行
う
。

な
お
、
管
理
値
ま
た
は
指
示
値
を
超
え
る
場
合
は
1回

に
限
り
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
再
試
験
を
実
施
し
た
い
場
合
は
2回

の
測
定
結
果
の
う
ち
、
配

合
設
計
と
の
差
の
絶
対
値
の
小
さ
い
方
で
評
価
し
て
よ
い
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

27
覆
工
コ
ン
ク

リ
ー
ト
(N
AT
M)

施 工
必 須

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮

強
度
試
験

JI
S
A
11
08

1回
の
試
験
結
果
は
指
定
し
た
呼
び
強
度
の
85
％
以
上
で
あ

る
こ
と
。

3回
の
試
験
結
果
の
平
均
値
は
、
指
定
し
た
呼
び
強
度
以
上

で
あ
る
こ
と
。
（
1回

の
試
験
結
果
は
、
3個

の
供
試
体
の
試

験
値
の
平
均
値
）

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時

に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。
な
お
、
テ
ス
ト
ピ

ー
ス
は
打
設
場
所
で
採
取
し
、
1回

に
つ
き
6個

（
σ

7･
･･
3個

、
σ
28
･･
･3
個
）
と
す
る
。

・
1工

種
当
り
の
総
使
用
量
が
50
m3
未
満
の
場

合
は
1工

種
1回

以
上
の
試
験
。
重
要
構
造
物
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
量
が
20
m3
未
満
の
場
合

は
1回

以
上
の
試
験
。

ま
た
は
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
場
（
JI
Sマ

ー
ク
表
示
認
証
工
場
）
の
品
質

証
明
書
等
の
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
σ
28
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
試
験

を
行
う
こ
と
。

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3㎏

/m
3 以

下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が

る
場
合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に

行
い
、
そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の

1/
2以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
3回

と
す

る
）
試
験
の
判
定
は
3回

の
測
定
値
の
平
均
値
。

・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
海
砂
の

塩
化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方
法
」

（
JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま

た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

空
気
量
測
定

JI
S
A
11
16

JI
S
A
11
18

JI
S
A
11
28

±
1.
5%
（
許
容
差
）

・
荷
卸
し
時

1回
/日

以
上
、
構
造
物
の
重
要
度
と
工
事
の
規
模
に

応
じ
て
20
m3
～
15
0m
3ご

と
に
1回

、
及
び
荷
卸
し
時

に
品
質
変
化
が
認
め
ら
れ
た
時
。

・
骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
海
砂
の

塩
化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方
法
」

（
JS
CE
-C
50
2-
20
13
,5
03
-2
00
7）

ま
た
は
設
計

図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

そ の 他

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

JI
S
A
11
07

設
計
図
書
に
よ
る
。

品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
洗
い

分
析
試
験

JI
S
A
11
12

設
計
図
書
に
よ
る
。

1回
品
質
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
行
う
。

施 工 後 試 験

必 須

ひ
び
割
れ
調
査

ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
測
定

0.
2m
m

本
数

総
延
長

最
大
ひ
び
割
れ
幅
等

ひ
び
割
れ
幅
が
0.
2m
m以

上
の
場
合
は
、
「
ひ
び

割
れ
発
生
状
況
の
調
査
」
を
実
施
す
る
。

テ
ス
ト
ハ
ン
マ
ー
に

よ
る
強
度
推
定
調
査

JS
CE
-G

50
4-
20
13

設
計
基
準
強
度

強
度
が
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
を
1構

造
物
の
単
位
と
し
、
5

打
設
ご
と
に
1ヶ

所
の
調
査
を
実
施
。
た
だ
し
、
最

低
3ヶ

所
。
ま
た
、
調
査
の
結
果
、
平
均
値
が
設
計

基
準
強
度
を
下
回
っ
た
場
合
と
、
１
回
の
試
験
結
果

が
設
計
基
準
強
度
の
85
%以

下
と
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
箇
所
の
周
辺
に
お
い
て
、
再
調
査
を
5ヵ

所
実

施
。

材
齢
28
日
～
91
日
の
間
に
試
験
を
行
う
。

再
調
査
の
平
均
強
度
が
、所

定
の
強
度
が
得
ら
れ

な
い
場
合
、も

し
く
は
１
ヶ
所
の
強
度
が
設
計
強

度
の
85
%を

下
回
っ
た
場
合
は
、
コ
ア
に
よ
る
強

度
試
験
を
行
う
。

工
期
等
に
よ
り
、基

準
期
間
内
に
調
査
を
行
え
な

い
場
合
は
監
督
職
員
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

そ の 他

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

JI
S
A
11
07

設
計
基
準
強
度

所
定
の
強
度
を
得
ら
れ
な
い
箇
所
付
近
に
お
い
て
、

原
位
置
の
コ
ア
を
採
取
。

コ
ア
採
取
位
置
、供

試
体
の
抜
き
取
り
寸
法
等
の

決
定
に
際
し
て
は
、設

置
さ
れ
た
鉄
筋
を
損
傷
さ

せ
な
い
よ
う
十
分
な
検
討
を
行
う
。

圧
縮
強
度
試
験
の
平
均
強
度
が
所
定
の
強
度
が

得
ら
れ
な
い
場
合
、
も
し
く
は
1ヶ

所
の
強
度
が

設
計
強
度
の
85
%を

下
回
っ
た
場
合
は
、
監
督
職

員
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

28
吹
付
け
コ
ン

ク
リ
ー
ト
(N
AT
M)

材 料
必 須

ア
ル
カ
リ
骨
材
シ
リ
カ

反
応
抑
制
対
策

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策

に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年
11
月
21

日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木

部
長
通
知
）
に
よ
る

「
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
14
年

11
月
21
日
14
高
土
企
第
26
4号

付
け
土
木
部
長
通
知
）
に
よ

る

骨
材
試
験
を
行
う
場
合
は
、
工
事
開
始
前
、
工
事
中

１
回
/６

ヶ
月
以
上
及
び
産
地
が
変
わ
っ
た
場
合
。

○

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試

験

JI
S
A
11
02

設
計
図
書
に
よ
る
。

細
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

た
だ
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
一
材
料
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品

質
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
1回

。

骨
材
の
単
位
容
積
質
量

試
験

JI
S
A
11
04

設
計
図
書
に
よ
る
。

細
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

た
だ
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
一
材
料
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品

質
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
1回

。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水

率
試
験

JI
S
A
11
09

JI
S
A
11
10

絶
乾
密
度
：
2.
5以

上

細
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
5％

以
下

粗
骨
材
の
吸
水
率
：
3.
0％

以
下

細
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

た
だ
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
一
材
料
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品

質
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
1回

。

○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

JI
S
A
11
03

JI
S
A
50
05

JI
S
A
53
08

粗
骨
材

砕
石

3.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
粒
形
判
定
実
績
率
が
58
%以

上
の
場
合
は
5.
0%
以
下
）

ス
ラ
グ
粗
骨
材
：
5.
0%
以
下

そ
れ
以
外
（
砂
利
等
）
1.
0％

以
下

細
骨
材

砕
砂

9.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を
受
け
る
場

合
は
5.
0％

以
下
）

ス
ラ
グ
細
骨
材

7.
0%
以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作
用
を

受
け
る
場
合
5.
0％

以
下
）

そ
の
以
外
（
砂
等
）
5.
0％

以
下
（
た
だ
し
、
す
り
へ
り
作

用
を
受
け
る
場
合
は
3.
0%
以
下
）

細
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

た
だ
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
一
材
料
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品

質
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
1回

。

○

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

JI
S
A
11
05

標
準
色
よ
り
淡
い
こ
と
。
濃
い
場
合
で
も
圧
縮
強
度
が
90
%

以
上
の
場
合
は
使
用
で
き
る
。

細
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

た
だ
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
一
材
料
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品

質
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
1回

。

濃
い
場
合
は
、
JI
S
A
11
42
「
有
機
不
純
物
を
含

む
細
骨
材
の
モ
ル
タ
ル
圧
縮
強
度
に
よ
る
試
験

方
法
」
に
よ
る
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

28
吹
付
け
コ
ン

ク
リ
ー
ト
(N
AT
M)

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度

に
よ
る
砂
の
試
験

JI
S
A
11
42

圧
縮
強
度
の
90
％
以
上

試
料
と
な
る
砂
の
上
部
に
お
け
る
溶
液
の
色
が
標

準
色
液
の
色
よ
り
濃
い
場
合
。

○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の

試
験

JI
S
A
11
37

細
骨
材
：
1.
0%
以
下

粗
骨
材
：
0.
25
%以

下

細
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

た
だ
し
、
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
一
材
料
の
場
合

は
省
略
で
き
る
。
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品

質
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
1回

。

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

る
骨
材
の
安
定
性
試
験

JI
S
A
11
22

細
骨
材
：
10
%以

下

粗
骨
材
：
12
%以

下

寒
冷
地
で
凍
結
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
点
に
適
用

す
る
。

○

粗
骨
材
の
粒
形
判
定
実

績
率
試
験

JI
S
A
50
05

55
%以

上
粗
骨
材
は
採
取
箇
所
ま
た
は
、
品
質
の
変
更
が
あ
る

ご
と
に
1回

。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

JI
S
R
52
01

JI
S
R
52
10
（
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
11
（
高
炉
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
12
（
シ
リ
カ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
13
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
）

JI
S
R
52
14
（
エ
コ
セ
メ
ン
ト
）

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/月

以
上

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
化
学
分
析

JI
S
R
52
02

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
付
属
書
C

懸
濁
物
質
の
量
：
2g
/L
以
下

溶
解
性
蒸
発
残
留
物
の
量
：
1g
/L
以
下

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
お
よ
び
水

質
が
変
わ
っ
た
場
合
。

上
水
道
を
使
用
し
て
る
場
合
は
試
験
に
換
え
、上

水
道
を
使
用
し
て
る
こ
と
を
示
す
資
料
に
よ
る

確
認
を
行
う
。

○

回
収
水
の
場
合
：

JI
S
A
53
08
附
属
書
C

塩
化
物
イ
オ
ン
量
：
20
0p
pm
以
下

セ
メ
ン
ト
の
凝
結
時
間
の
差
：
始
発
は
30
分
以
内
、
終
結
は

60
分
以
内

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
比
：
材
齢
7及

び
28
日
で
90
％
以
上

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
お
よ
び
水

質
が
変
わ
っ
た
場
合
。

ス
ラ
ッ
ジ
水
の
濃
度
は
1回

／
日

そ
の
原
水
は
、上

水
道
水
及
び
上
水
道
水
以
外
の

水
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

28
吹
付
け
コ
ン

ク
リ
ー
ト
(N
AT
M)

製 造(プ ラ ン ト)（ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用

す る 場 合 は 除 く ）

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：
±
1％

以
内

セ
メ
ン
ト
：
±
1％

以
内

骨
材

：
±
3％

以
内

混
和
材
：
±
2％

以
内

（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
の
場
合
は
±
1％

以
内
）

混
和
剤
：
±
3％

以
内

工
事
開
始
前
、
工
事
中
１
回
/6
ヶ
月
以
上
。

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
、印

字
記
録
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

○

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能

試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ
サ
の
場
合
：

JI
S
A
11
19

JI
S
A
86
03
-1

JI
S
A
86
03
-2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
練
混
ぜ
量

公
称
容
量
の
場
合

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
モ
ル
タ
ル
量
の
偏
差
率
：
0.
8％

以

下 コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
の
粗
骨
材
量
の
偏
差
率
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
の
偏
差
率
：
7.
5％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
空
気
量
の
偏
差
率
：
10
％
以
下

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
（
ス
ラ
ン
プ
）
の
偏
差
率
：
15
％
以

下

工
事
開
始
前
及
び
工
事
中
１
回
/年

以
上
。

○

連
続
ミ
キ
サ
の
場
合
：

土
木
学
会
規
準
JS
CE
-I

50
2-
20
13

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
モ
ル
タ
ル
単
位
容
積
質
量
差
：
0.
8％

以
下

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
単
位
粗
骨
材
量
の
差
：
5％

以
下

圧
縮
強
度
差
：
7.
5％

以
下

空
気
量
差
：
1％

以
下

ス
ラ
ン
プ
差
：
3㎝

以
下

○

細
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
11

設
計
図
書
に
よ
る

２
回
/日

以
上

レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
場

合
に
適
用
す
る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試

験

JI
S
A
11
25

１
回
/日

以
上
。

○

施 工
必 須

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
」

原
則
0.
3㎏

/m
3 以

下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
午
前
と
午
後
に
ま
た
が

る
場
合
は
、
午
前
に
１
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
に

行
い
、
そ
の
試
験
結
果
が
塩
化
物
総
量
の
規
制
値
の

1/
2以

下
の
場
合
は
、
午
後
の
試
験
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
（
１
試
験
の
測
定
回
数
は
3回

と
す

る
）
試
験
の
判
定
は
3回

の
測
定
値
の
平
均
値
。

骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、「

海
砂
の
塩

化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方

法
」（

JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま
た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮

強
度
試
験

JI
S
A
11
08

土
木
学
会
規
準
JS
CE

F5
61
-2
01
3

1回
の
試
験
結
果
は
指
定
し
た
呼
び
強
度
の
85
％
以
上
で
あ

る
こ
と
。

3回
の
試
験
結
果
の
平
均
値
は
、
指
定
し
た
呼
び
強
度
以
上

で
あ
る
こ
と
。

（
1回

の
試
験
結
果
は
、
3個

の
供
試
体
の
試
験
値
の
平
均

値
）

ト
ン
ネ
ル
施
工
長
40
m毎

に
1回

材
命
7日

、
28
日

(2
×
3=
6供

試
体
)な

お
、
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
は
現
場
に

配
置
さ
れ
た
型
枠
に
工
事
で
使
用
す
る
の
と
同
じ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
吹
付
け
、
現
場
で
7日

間
及
び
28

日
間
放
置
後
、
φ
5㎝

の
コ
ア
ー
を
切
り
取
り
キ
ャ

ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
。
1回

に
6本

（
σ
7…

3本
、
σ
28

…
3本

、
）
と
す
る
。

骨
材
に
海
砂
を
使
用
す
る
場
合
は
、「

海
砂
の
塩

化
物
イ
オ
ン
含
有
率
試
験
方

法
」（

JS
CE
-C
50
2-
20
13
20
18
,5
03
-2
00
72
01
8）

ま
た
は
設
計
図
書
の
規
定
に
よ
り
行
う
。

σ
28
に
つ
い
て
は
、高

知
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
試
験
を
行
う

こ
と
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

31
路
上
再
生
工

(表
層
)

材 料
必 須

旧
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
針
入

度

JI
S
K
22
07

当
初
及
び
材
料
の
変
化
時

十
分
な
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
や
事
前
調
査
時
の

デ
ー
タ
が
利
用
で
き
る
場
合
に
は
そ
れ
ら
を
用

い
て
も
よ
い
。

旧
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
軟

化
点

JI
S
K
22
07

既
設
表
層
混
合
物
の
密

度
試
験

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[3
]-
91

既
設
表
層
混
合
物
の
最

大
比
重
試
験

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[4
]-
22
9

既
設
表
層
混
合
物
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
量
抽
出
粒

度
分
析
試
験

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[4
]-
23
8

既
設
表
層
混
合
物
の
ふ

る
い
分
け
試
験

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[2
]-
14

新
規
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混

合
物

「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
」
に
準
じ

る
。

「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
」
に
準
じ
る
。

○

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[3
]-
91

基
準
密
度
の
96
%以

上
1,
00
0m
2に

つ
き
１
個

空
隙
率
に
よ
る
管
理
で
も
よ
い
。

温
度
測
定

温
度
計
に
よ
る

11
0℃

以
上

随
時

測
定
値
の
記
録
は
、
1日

4回
（
午
前
・
午
後
各
2

回
）

か
き
ほ
ぐ
し
深
さ

「
舗
装
再
生
便
覧
」
付
録
-8
に
準

じ
る
。

-0
.7
cm
以
内

1,
00
0m
2毎

そ の 他

粒
度
（
2.
36
mm
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[2
]-
14

2.
36
mm
ふ
る
い
：
±
12
%以

内
適
宜

目
標
値
を
設
定
し
た
場
合
の
み
実
施
す
る
。

粒
度
（
75
μ
mフ

ル
イ
）

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[2
]-
14

75
μ
mふ

る
い
：
±
5%
以
内

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
抽
出

粒
度
分
析
試
験

舗
装
調
査
・
試
験
法
便
覧
[4
]-
23
8

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
：
±
0.
9%
以
内
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

36
溶
接
工

施 工
必 須

引
張
試
験
：
開
先
溶
接

JI
S
Z
22
41

引
張
強
さ
が
母
材
の
規
格
値
以
上
。

試
験
片
の
形
状
：
JI
S
Z
31
21

1号

試
験
片
の
個
数
：
2

・
溶
接
方
法
は
「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方

書
・
同
解
説
」Ⅱ

鋼
橋
・
鋼
部
材
編
18
.4
.4
20
.8
.4

溶
接
施
工
法

図
-1
8.
4.
12
0.
8.
1開

先
溶
接
試

験
溶
接
方
法
に
よ
る
。

・
な
お
、
過
去
に
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
条

件
で
溶
接
施
工
試
験
を
行
い
、か

つ
施
工
経
験
を

も
つ
工
場
で
は
、そ

の
時
の
試
験
報
告
書
に
よ
っ

て
判
断
し
、溶

接
施
工
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○

型
曲
げ
試
験
（
19
mm
未
満

裏
曲
げ
）
（
19
mm
以
上
側

曲
げ
）
：
開
先
溶
接

JI
S
Z
31
22

亀
裂
が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
亀
裂
の
発
生
原
因
が
ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
ま
た
は
ス
ラ

グ
巻
き
込
み
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
か
つ
、
亀
裂
の
長

さ
が
3m
m以

下
の
場
合
は
許
容
す
る
も
の
と
す
る
。

試
験
片
の
形
状
：
JI
S
Z
31
22

試
験
片
の
個
数
：
2

○

衝
撃
試
験
：
開
先
溶
接

JI
S
Z
22
42

溶
着
金
属
及
び
溶
接
熱
影
響
部
で
母
材
の
要
求
値
以
上
（
そ

れ
ぞ
れ
3個

の
平
均
値
）
。

試
験
片
の
形
状
：
JI
S
Z
22
42

Vノ
ッ
チ
試
験
片

の
採
取
位
置
：
「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方
書
・

同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材
編
18
.4
.4
20
.8
.4
溶
接

施
工
法

図
-1
8.
4.
22
0.
8.
2衝

撃
試
験
片

試
験
片
の
個
数
：
各
部
位
に
つ
き
3

○

マ
ク
ロ
試
験
：
開
先
溶
接

JI
S
G
05
53
に
準
じ
る
。

欠
陥
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

試
験
片
の
個
数
：
1

○

非
破
壊
試
験
：
開
先
溶
接

「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方

書
・
同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材

編
18
.4
.6
20
.8
.6
外
部
き
ず
検
査

18
.4
.7
20
.8
.7
内
部
き
ず
検
査
の

規
定
に
よ
る

同
左

試
験
片
の
個
数
：
試
験
片
継
手
全
長

溶
接
方
法
は
「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方
書
・

同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材
編
18
.4
.4
20
.8
.4

溶
接
施
工
法

図
-1
8.
4.
12
0.
8.
1開

先
溶
接
試

験
溶
接
方
法
に
よ
る
。

・
な
お
、
過
去
に
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
条

件
で
溶
接
施
工
試
験
を
行
い
、か

つ
施
工
経
験
を

も
つ
工
場
で
は
、そ

の
時
の
試
験
報
告
書
に
よ
っ

て
判
断
し
、溶

接
施
工
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
非
破
壊
試
験
を
行
う
者
の
資
格
）

・
磁
粉
探
傷
試
験
ま
た
は
浸
透
探
傷
試
験
を
行
う

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
の
種
類
に
対
応
し
た

JI
S
Z
23
05（

非
破
壊
試
験
－
技
術
者
の
資
格
及

び
認
証
）に

規
定
す
る
レ
ベ
ル
２
以
上
の
資
格
を

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
放
射
線
透
過
試
験
を
行
う
場
合
は
、
放
射
線
透

過
試
験
に
お
け
る
レ
ベ
ル
２
以
上
の
資
格
と
す

る
。

・
超
音
波
自
動
探
傷
試
験
を
行
う
場
合
は
、
超
音

波
探
傷
試
験
に
お
け
る
レ
ベ
ル
３
の
資
格
と
す

る ・
手
探
傷
に
よ
る
超
音
波
探
傷
試
験
を
行
う
場
合

は
、超

音
波
探
傷
試
験
に
お
け
る
レ
ベ
ル
２
以
上

の
資
格
と
す
る
。

○
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

36
溶
接
工

施 工
必 須

マ
ク
ロ
試
験
：
す
み
肉
溶

接

JI
S
G
05
53
に
準
じ
る
。

欠
陥
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

試
験
片
の
形
状
：
「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方

書
・
同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材
編
18
.4
.4
20
.8
.4

溶
接
施
工
法

図
-1
8.
4.
32
0.
8.
3す

み
肉
溶
接
試

験
（
マ
ク
ロ
試
験
）
溶
接
方
法
お
よ
び
試
験
片
の
形

状 試
験
片
の
個
数
：
1

・
溶
接
方
法
は
「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方

書
・
同
解
説
」Ⅱ

鋼
橋
・
鋼
部
材
編
18
.4
.4
20
.8
.4

溶
接
施
工
法

図
-1
8.
4.
32
0.
8.
3す

み
肉
溶
接

試
験
（
マ
ク
ロ
試
験
）
溶
接
方
法
及
び
試
験
片
の

形
状
に
よ
る
。

・
な
お
、
過
去
に
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
条

件
で
溶
接
施
工
試
験
を
行
い
、か

つ
施
工
経
験
を

も
つ
工
場
で
は
、そ

の
時
の
試
験
報
告
書
に
よ
っ

て
判
断
し
、溶

接
施
工
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○

引
張
試
験
：
ス
タ
ッ
ド
溶

接

JI
S
Z
22
41

降
伏
点
は
23
5N
/m
m2
以
上
、
引
張
強
さ
は
40
0～

55
0N
/m
m2
、

伸
び
は
20
%以

上
と
す
る
。
た
だ
し
溶
接
で
切
れ
て
は
い
け

な
い
。

試
験
片
の
形
状
：
JI
S
B
11
98

試
験
片
の
個
数
：
3

・
な
お
、
過
去
に
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
条

件
で
溶
接
施
工
試
験
を
行
い
、か

つ
施
工
経
験
を

も
つ
工
場
で
は
、そ

の
時
の
試
験
報
告
書
に
よ
っ

て
判
断
し
、溶

接
施
工
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○

曲
げ
試
験
：
ス
タ
ッ
ド
溶

接

JI
S
Z
31
45

溶
接
部
に
亀
裂
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

試
験
片
の
形
状
：
JI
S
Z
31
45

試
験
片
の
個
数
：
3

○

突
合
せ
溶
接
継
手
の
内

部
欠
陥
に
対
す
る
検
査

JI
S
Z
31
04

JI
S
Z
30
60

試
験
で
検
出
さ
れ
た
き
ず
寸
法
は
、
設
計
上
許
容
さ
れ
る
寸

法
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
寸
法
に
よ
ら
ず

表
面
に
開
口
し
た
割
れ
等
の
面
状
き
ず
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
な
お
、
放
射
線
透
過
試
験
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
、

板
厚
が
25
mm
以
下
の
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
満

た
す
場
合
に
は
合
格
と
し
て
よ
い
。

・
引
張
応
力
を
受
け
る
溶
接
部
は
、
JI
S
Z
31
04
付
属
書
4

（
透
過
写
真
に
よ
る
き
ず
の
像
の
分
類
方
法
）
に
示
す
2類

以
上
と
す
る
。

・
圧
縮
応
力
を
受
け
る
溶
接
部
は
、
JI
S
Z
31
04
付
属
書
4

（
透
過
写
真
に
よ
る
き
ず
の
像
の
分
類
方
法
）
に
示
す
3類

以
上
と
す
る
。

な
お
、
板
厚
が
25
mm
を
超
え
る
場
合
は
、
内
部
き
ず
寸
法
の

許
容
値
を
板
厚
の
1/
3と

す
る
。
た
だ
し
、
疲
労
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
継
手
で
は
、
所
定
の
強
度
等
級
を
満
た
す
上
で

許
容
で
き
る
き
ず
寸
法
は
こ
の
値
よ
り
小
さ
い
場
合
が
あ

る
の
で
注
意
す
る
。

放
射
線
透
過
試
験
の
場
合
は
JI
S
Z
31
04
に
よ
る
。

超
音
波
探
傷
試
験（

手
探
傷
）の

場
合
は
JI
S
Z
30
60

に
よ
る
。

・
「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説
」

Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材
編
表
－
解
18
.4
.5
20
.8
.6
及
び

表
－
解
20
.8
.7
に
各
継
手
の
強
度
等
級
を
満
た

す
上
で
の
内
部
き
ず
寸
法
の
許
容
値
が
示
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
表
-解

18
.4
.5
20
.8
.6
及
び
表

－
解
20
.8
.7
に
示
さ
れ
て
い
な
い
強
度
等
級
を

低
減
さ
せ
た
場
合
な
ど
の
継
手
の
内
部
き
ず
寸

法
の
許
容
値
は
「
鋼
道
路
橋
の
疲
労
設
計
指
針

H1
4.
3」

が
参
考
に
で
き
る
「
日
本
道
路
協
会
道

路
橋
示
方
書
・
同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材
編

8.
3.
2継

手
の
強
度
等
級
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
非
破
壊
検
査
を
行
う
者
の
資
格
）

・
放
射
線
透
過
試
験
を
行
う
場
合
は
、
放
射
線
透

過
試
験
に
お
け
る
レ
ベ
ル
2以

上
の
資
格
と
す

る
。

・
超
音
波
自
動
探
傷
試
験
を
行
う
場
合
は
、
超
音

波
探
傷
試
験
に
お
け
る
レ
ベ
ル
3の

資
格
と
す
る

・
手
探
傷
に
よ
る
超
音
波
探
傷
試
験
を
行
う
場
合

は
、
超
音
波
探
傷
試
験
に
お
け
る
レ
ベ
ル
2以

上

の
資
格
と
す
る
。

○

外
観
検
査
（
割
れ
）

・
目
視

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

検
査
体
制
、
検
査
方
法
を
明
確
に
し
た
上
で
目
視
検

査
す
る
。
目
視
は
全
延
長
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
疑

わ
し
い
判
断
が
困
難
な
場
合
は
、
磁
粉
探
傷
試
験
ま

た
は
浸
透
探
傷
試
験
を
用
い
る

磁
粉
探
傷
試
験
ま
た
は
浸
透
探
傷
試
験
を
行
う

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
の
種
類
に
対
応
し
た

JI
S
Z
23
05（

非
破
壊
試
験
－
技
術
者
の
資
格
及

び
認
証
）に

規
定
す
る
レ
ベ
ル
２
以
上
の
資
格
を

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

36
溶
接
工

施 工
必 須

外
観
形
状
検
査
（
ビ
ー
ド

表
面
の
ピ
ッ
ト
）

・
目
視
及
び
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計

測

主
要
部
材
の
突
合
せ
継
手
及
び
断
面
を
構
成
す
る
Ｔ
継
手
、

角
継
手
断
面
に
考
慮
す
る
突
き
合
わ
せ
溶
接
継
手
、
十
字
溶

接
継
手
、
T溶

接
継
手
、
角
溶
接
継
手
に
は
、
ビ
ー
ド
表
面

に
ピ
ッ
ト
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
す
み
肉
溶
接

及
び
部
分
溶
込
み
開
先
溶
接
に
は
、
１
継
手
に
つ
き
3個

ま

た
は
継
手
長
さ
1m
に
つ
き
3個

ま
で
を
許
容
す
る
。
た
だ
し
、

ピ
ッ
ト
の
大
き
さ
が
1m
m以

下
の
場
合
は
、
3個

を
1個

と
し

て
計
算
す
る
。

検
査
体
制
、
検
査
方
法
を
明
確
に
し
た
上
で
目
視
確

認
に
よ
り
疑
わ
し
い
箇
所
を
測
定
す
る
。
目
視
は
全

延
長
実
施
す
る
。

外
観
形
状
検
査
（
ビ
ー
ド

表
面
の
凹
凸
）

・
目
視
及
び
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計

測

ビ
ー
ド
表
面
の
凹
凸
は
、
ビ
ー
ド
長
さ
25
mm
の
範
囲
で
3m
m

以
下
。

外
観
形
状
検
査
（
ア
ン
ダ

ー
カ
ッ
ト
）

・
目
視
及
び
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計

測

「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼

部
材
編
18
.4
.6
20
.8
.6
外
部
き
ず
検
査
の
規
定
に
よ
る
。

「
日
本
道
路
協
会
道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説
」
Ⅱ

鋼
橋
偏

表
－
解
18
.4
.4
20
.8
.4
及
び
表
－
解

20
.8
.5
に
各
継
手
の
強
度
等
級
を
満
た
す
う
え

で
の
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
の
許
容
値
が
示
さ
れ
て

い
る
。
表
－
解
18
.4
.4
20
.8
.4
及
び
表
－
解

20
.8
.5
に
示
さ
れ
て
い
な
い
継
手
の
ア
ン
ダ
ー

カ
ッ
ト
の
許
容
値
は
、「

鋼
道
路
橋
の
疲
労
設
計

指
針
H1
4.
3」

が
参
考
に
で
き
る
「
日
本
道
路
協

会
道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説
」
Ⅱ
鋼
橋
・
鋼
部
材

編
8.
3.
2継

手
の
強
度
等
級
に
示
さ
れ
て
い
る
。

外
観
検
査
（
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
）

・
目
視

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

検
査
体
制
、
検
査
方
法
を
明
確
に
し
た
上
で
目
視
検

査
を
す
る
。

外
観
形
状
検
査
（
す
み
肉

溶
接
サ
イ
ズ
）

・
目
視
及
び
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計

測

す
み
肉
溶
接
の
サ
イ
ズ
及
び
の
ど
厚
は
、
指
定
す
み
肉
サ
イ

ズ
及
び
の
ど
厚
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

だ
だ
し
、
１
溶
接
線
の
両
端
各
50
mm
を
除
く
部
分
で
は
、
溶

接
長
さ
の
10
％
ま
で
の
範
囲
で
、
サ
イ
ズ
及
び
の
ど
厚
と
も

に
-1
.0
mm
の
誤
差
を
認
め
る
。

検
査
体
制
、
検
査
方
法
を
明
確
に
し
た
上
で
目
視
確

認
に
よ
り
疑
わ
し
い
箇
所
を
測
定
す
る
。
目
視
は
全

延
長
実
施
す
る
。

外
観
形
状
検
査
（
余
盛
高

さ
）

・
目
視
及
び
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計

測

設
計
図
書
に
よ
る

設
計
図
書
に
特
に
仕
上
げ
の
指
定
の
な
い
開
先
溶
接
は
、
以

下
に
示
す
範
囲
内
の
余
盛
り
は
仕
上
げ
な
く
て
よ
い
。
余
盛

高
さ
が
以
下
に
示
す
値
を
超
え
る
場
合
は
、
ビ
ー
ド
形
状
、

特
に
止
端
部
を
滑
ら
か
に
仕
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

ビ
ー
ド
幅
（
B[
mm
]）

余
盛
高
さ
（
h[
mm
]）

B＜
15

：
ｈ
≦
3

15
≦
B＜

25
：

ｈ
≦
4

25
≦
B

：
ｈ
≦
(4
/2
5)
・
B

外
観
形
状
検
査
（
ア
ー
ク

ス
タ
ッ
ド
）

・
目
視
及
び
ノ
ギ
ス
等
に
よ
る
計

測

・
余
盛
り
形
状
の
不
整
：
余
盛
り
は
全
周
に
わ
た
り
包
囲
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
余
盛
り
は
高
さ
1m
m、

幅
0.
5m
m以

上

・
ｸﾗ
ｯｸ
割
れ
及
び
ス
ラ
グ
巻
込
み
：
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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試
験
区
分
は
必
要
に
応
じ
て
別
途
指
示
す
る
こ
と
。

工
種

種
別

試 験
区 分

試
験
項
目

試
験
方
法

規
格
値

試
験
基
準

摘
要

試
験
成

績
表
等

に
よ
る

確
認

(次
項
に
続
く
)

36
溶
接
工

施 工
そ の 他

・
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
：
鋭
い
切
欠
状
の
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
仕
上
げ
量

が
０
.5
mm
以
内
に
納
ま
る
も
の
は
仕
上
げ
て
合
格
と
す
る
。

・
ス
タ
ッ
ド
ジ
ベ
ル
の
仕
上
り
高
さ
：
（
設
計
値
±
2m
m）

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

ハ
ン
マ
ー
打
撃
試
験

ハ
ン
マ
ー
打
撃

割
れ
等
の
欠
陥
を
生
じ
な
い
も
の
を
合
格
。

外
観
検
査
の
結
果
が
不
合
格
と
な
っ
た
ス
タ
ッ
ド

ジ
ベ
ル
に
つ
い
て
全
数
。

外
観
検
査
の
結
果
が
合
格
の
ス
タ
ッ
ド
ジ
ベ
ル
の

中
か
ら
１
％
に
つ
い
て
抜
取
り
曲
げ
検
査
を
行
な

う
も
の
と
す
る
。

・
余
盛
が
包
囲
し
て
い
な
い
ス
タ
ッ
ド
ジ
ベ
ル

は
、そ

の
方
向
と
反
対
の
15
°
の
角
度
ま
で
曲
げ

る
も
の
と
す
る
。

・
15
°
曲
げ
て
も
欠
陥
の
生
じ
な
い
も
の
は
、
元

に
戻
す
こ
と
な
く
、曲

げ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
も

の
と
す
る
。

37
中

層
混

合

処
理

※
全

面
改

良
の

場
合
に
適
用
。
混

合
処

理
改

良
体

（
コ
ラ
ム
）
を
造

成
す

る
工

法
に

は
適
用
し
な
い

材 料

必 須

土
の
含
水
比
試
験

JI
S
A
12
03

設
計
図
書
に
よ
る
。

当
初
及
び
土
質
の
変
化
し
た
と
き
。

配
合
を
定
め
る
た
め
の
試
験
で
あ
る
。

土
の
湿
潤
密
度
試
験

JI
S
G
01
91

テ
ブ
ル
フ
ロ
ー
試
験

JI
S
R
52
01

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

（
改
良
体
の
強
度
）

JI
S
A
12
16

そ の 他

土
粒
子
の
密
度
試
験

JI
S
A
12
02

設
計
図
書
に
よ
る
。

土
質
の
変
化
し
た
と
き
必
要
に
応
じ
て
実
施
す

る
。

土
の
粒
度
試
験

JI
S
A
12
04

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限

界
試
験

JI
S
A
12
05

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

JI
S
A
12
16

土
の
圧
密
試
験

JI
S
A
12
17

土
懸
濁
液
の
ｐ
H
試
験

JG
S
02
11

有
機
質
土
の
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
。

土
の
強
熱
減
量
試
験

JG
S0
22
1

施 工

必 須

深
度
方
向
の
品
質
確
認

（
均
質
性
）

試
料
採
取
器
ま
た
は
ボ
ー
リ
ン
グ

コ
ア
の
目
視
確
認

採
取
し
た
試
料
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
反
応
試
験
に

よ
る
均
質
性
の
目
視
確
認
。

1,0
00
m
3～
4,0
00
m
3
に
つ
き
1
回
の
割
合
で

行
う
。

試
料
採
取
器
ま
た
は
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
で
採
取

さ
れ
た
改
良
体
上
、
中
、
下
に
お
い
て
連
続
さ
れ

て
改
良
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ

レ
イ
ン
反
応
試
験
に
よ
り
均
質
性
を
目
視
確
認

す
る
。

現
場
の
条
件
、
規
模
等
に
よ
り
上
記
に
よ
り
が
た

い
場
合
は
監
督
員
の
指
示
に
よ
る
。

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

（
改
良
体
の
強
度
）

JI
S
A
12
16

①
各
供
試
体
の
試
験
結
果
は
改
良
地
盤
設
計
強
度
の
85
%

以
上
。

②
1回

の
試
験
結
果
は
改
良
地
盤
設
計
強
度
以
上
。

な
お
、
1
回
の
試
験
と
は
3
個
の
供
試
体
の
試
験
値
の
平

均
値
で
表
し
た
も
の
。

1,0
00
m
3～
4,0
00
m
3
に
つ
き
1
回
の
割
合
で

行
う
。

試
験
は
改
良
体
に
つ
い
て
上
、
中
、
下
そ
れ
ぞ
れ

1供
試
体
で
1回

と
す
る
。

現
場
の
条
件
、
規
模
等
に
よ
り
上
記
に
よ
り
が
た

い
場
合
は
監
督
員
の
指
示
に
よ
る
。
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品質規格

工 種 名 称 試 験 項 目 品 質 規 格

電線共同溝工

(管路工)

ＳＶＰ管

(電力系)

施工後の導通性
φ150 ㎜管財は管路の曲げ半径に応じた配管用ボビン (鉛
製 )が通過し、かつ通した配管用ボビンに損傷が認められない
こと(全管 )

管路の曲げ半径

(ｍ)

配管用ボビンの仕様

Ｌ：長さ (㎜) Ｄ：外径 (㎜)

1.2～5 未満 200

1405 以上 400

1 ボビンの形状はＩ型またはダンベル型とする。(下図参照 )

2 ボビンの挿入にあたっては、必ず引き戻しワイヤーを通し
ておくこと。

3 導通試験完了後、ケーブル引き入れ用の呼び線を管路に挿
入残置すること。

4 通過試験後、管路通過性能確認書 (様式－1) を提出する。

(参考 ) ボビン形状

ＰＶ管

(ＮＴＴ系)

施工後の導通性 ＲＶ75 の管財は、φ73 ㎜、Ｌ＝300、600 ㎜のマンドレルがスム
ーズに全管通過すること

注 1)

ハンドホール～ハンドホールが 150ｍ未満マンドレルＬ＝300 ㎜

ハンドホール～ハンドホールが 150ｍ以上マンドレルＬ＝600 ㎜

2. 通線用ひもを通して通過試験後、通線用ひもは管路内に残
置すること。

3. 通過試験後、管路通過性能確認書 (様式－1) により提出
する。

施工後の水密性
管路内気圧 500ｇｆ／ｃ㎡で 3 分間放置して、 圧力低下 20ｇｆ／
ｃ㎡以下であること。

試験は、全管路について実施し、管路接続確認書 (様式－2)
を提出する。
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２ 品質管理写真撮影箇所一覧表

番

号
工 種

写 真 管 理 項 目
摘 要

撮 影 項 目 撮影頻度 [時期]

31 工場製作工 外観検査 １橋に１回又は１工事に１回

[現物照合時]

在庫品切出 当初の物件で 1枚[切出時]

※他は焼き増し

機械試験 １橋に１回又は１工事に１回

[試験実施中]

32 ガス切断工 表面粗さ 試験毎に１回

[試験実施中]ノッチ深さ

スラグ

上縁の溶け

平面度

ベベル精度

真直度

33 溶接工 引張試験 試験毎に１回

[試験実施中]型曲げ試験

衝撃試験

マクロ試験

非破壊試験

突合せ継手の内部欠陥に対する検査

外観検査

曲げ試験

ハンマー打撃試験 外観検査が不合格となったスタッドジベ

ルについて

[試験実施中]

34 中層混合処理 テーブルフロー試験 適宜 ［試験実施中］

土の一軸圧縮試験 材質毎に 1回 ［試験実施中］

－598－
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３ 出来形管理写真撮影箇所一覧表 索引

【第３編 土木工事共通編】

章、節 条 枝番

第6節 一般舗装工 3-2-6-14ブロック舗装工 下層路盤工 Ⅲ－19

上層路盤工（粒度調整路
盤工）

Ⅲ－19

上層路盤工（セメント
（石灰）安定処理工）

Ⅲ－19

加熱アスファルト安定処
理工

Ⅲ－19

基層工 Ⅲ－19

3-2-6-15路面切削工 Ⅲ－20

3-2-6-16舗装打換え工 Ⅲ－20

3-2-6-17オーバーレイ工 Ⅲ－20

第７節 地盤改良工 3-2-7-2路床安定処理工 Ⅲ－20

3-2-7-3置換工 Ⅲ－20

3-2-7-5パイルネット工 Ⅲ－21

3-2-7-6サンドマット工 Ⅲ－21

3-2-7-7バーチカルドレーン
工

サンドドレーン工 Ⅲ－21

ペーパードレーン工 Ⅲ－21

袋詰式サンドドレーン工 Ⅲ－21

3-2-7-8締固め改良工 サンドコンパクションパ
イル工

Ⅲ－21

3-2-7-9固結工 粉末噴射撹拌工 Ⅲ－21

高圧噴射撹拌工 Ⅲ－21

スラリー撹拌工 Ⅲ－21

生石灰パイル工 Ⅲ－21

中層混合処理 Ⅲ－21

第10節 仮設工 3-2-10-5土留・仮締切工 Ｈ鋼杭 Ⅲ－21

鋼矢板 Ⅲ－21

アンカー工 Ⅲ－21

連節ブロック張り工 Ⅲ－21

締切盛土 Ⅲ－22

中詰盛土 Ⅲ－22

3-2-10-9地中連続壁工（壁
式）

Ⅲ－22

3-2-10-10地中連続壁工（柱
列式）

Ⅲ－22

3-2-10-22法面吹付工 Ⅲ－22

第12節 工場製作工（共通） 3-2-12-1鋳造費 金属支承工 Ⅲ－22

大型ゴム支承工 Ⅲ－22

3-2-12-1仮設材製作工 Ⅲ－23

3-2-12-1刃口金物製作工 Ⅲ－23
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３ 出来形管理写真撮影箇所一覧表

【第３編 土木工事共通編】
※撮影頻度

「○ｍに１回又は１施工箇所に○回」は、頻度の多い方を採用

編章節条
枝
番

工 種
写真管理項目 摘

要撮影項目 撮影頻度[時期]

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

５ パイルネット工 厚さ
幅

40ｍに１回又は１施工箇所に1回
〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

６ サンドマット工 施工厚さ
幅

40ｍに1回又は1施工箇所に2回
〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

７

８

バーチカルドレーン工
（サンドドレーン工）
（ペーパードレーン工）
（袋詰式サンドドレーン工）
締固め改良工
（サンドコンパクションパイル工）

打込長さ
施工状況

100m2に１回又は１施工箇所に１回
〔打込み前後、施工中〕

杭径
位置・間隔

100m2に１回又は１施工箇所に１回
〔打込後〕

砂の投入量 全数量
〔打込前後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

９ １ 固結工
（粉末噴射攪拌工）
（高圧噴射攪拌工）
（スラリー攪拌工）
（生石灰パイル工）

位置・間隔
杭径

25本に1回、25本以下は2回
〔打込後〕

深度 全数量
〔打込後〕

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

７

地

盤

改

良

工

９ ２ 固結工

（中層混合処理）

施工厚さ

幅

1,000m3～4,000m3につき 1回、

又は施工延長 40m（測点間隔 25m
の場合は 50m）につき 1回。

［施工厚さ 施工中］

［幅 施工後］

Ⅲ－21
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５ 技術管理要綱標準様式集（要綱第４条第３項）

様式－１ 施工計画書（標準様式（規格Ａ４））

施工計画書については、高知県建設工事共通仕様書（以下「仕様書」という。）に提出を義務づけてい

るが、次の事項により作成区分、作成方法等を定める。

１ 作成区分

作成区分として、一工事、二工事、三工事に区分する。

(１) 一工事

・請負金額３５千万円以上の工事。

・急傾斜地崩壊対策工事。

(２) 二工事

・請負金額１千万円以上、３５千万円未満の工事。

(３) 三工事

・請負金額５００万円以上、１千万円未満の工事。

(４) 提出を省略できる工事

・緊急を要する工事。

・請負金額５００万円未満の工事。

２ 作成方法

施工計画書は、高知県建設工事共通仕様書で「請負者は、工事着手前に工事目的物を完成するため

に必要な手順や工法等についての施工計画書を監督職員に提出しなければならない。」と規定しており、

次の事項を作成区分により記載しなければならない。

(１) 工事概要

(２) 計画工程表

(３) 現場組織表

(４) 主要機械・船舶

(５) 主要材料

(６) 施工方法（仮設備計画を含む）

(７) 施工管理計画

(８) 緊急時の体制

(９) 交通管理

(10) 安全管理

(11) 現場作業環境の整備

(12) 環境対策

(13) 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法

(14) その他

以上の項目について、請負者は契約図書に指定されている事項を工事実行計画に基づき記載しなけ

ればならない。

また、工事中は施工計画書どおり実行されているか点検するとともに、内容に変更が生じた場合は、

その都度当該工事に着手する前に施工計画書を変更しなければならない。

なお、監督職員の指示した項目については、詳細な施工計画書を作成するものとする。

３ 打合わせ簿

打合わせ記録 (一工事・二工事・三工事)
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４ 一工事・二工事別 目次別一覧表

一般工事(一工事・二工事・三工事)

(１) 表紙 (一工事・二工事・三工事)

(２) 目次 (一工事・二工事・三工事)

(３) 工事概要

ア 工事概要 (一工事・二工事・三工事)

イ 施工特性 (一工事・二工事・三工事)

(４) 計画工程 (一工事・二工事)

(５) 現場組織

ア 組織表 (一工事)

イ 下請組織（施工体系図） (一工事)（下請があれば二工事・三工事

でも必要）

ウ 現場職員経歴表 (一工事)

エ 作業主任一覧表 (一工事)

(６) 主要機械・船舶 (一工事・二工事)

(７) 主要材料 (一工事・二工事・三工事)

(８) 施工方法（仮設備計画を含む）

ア 作業フロー (一工事・二工事)

イ 施工方法 (一工事)

ウ 仮設備計画 (一工事)

(９) 施工管理

ア 下請管理 (一工事・二工事)

イ 工程管理計画 (一工事・二工事)

ウ 品質管理計画表 (一工事・二工事)

エ 出来形管理計画表 (一工事・二工事)

オ 写真管理計画表 (一工事)

カ 段階確認計画・実施表 (一工事・二工事)

キ 工事損害影響調査 (一工事・二工事)

ク 気象管理 (一工事・二工事)

(10) 緊急時の体制

ア 連絡系統図 (一工事・二工事・三工事)

イ 緊急体制組織 (一工事・二工事・三工事)

ウ 緊急出動人員等 (一工事・二工事・三工事)

(11) 交通管理 (一工事・二工事・三工事)

(12) 安全管理

ア 工事安全管理対策 (一工事・二工事・三工事)

イ 第三者施設安全管理対策 (一工事・二工事・三工事)

ウ 工事安全教育等 (一工事・二工事・三工事)

エ 現場備品整備 (一工事・二工事・三工事)

(13) 現場作業環境の整備 (一工事)

(14) 環境及び地元対策 (一工事・二工事)

(15) 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 (一工事・二工事・三工事)
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